
・商
品
標
準
化

の
嚢
展
と
配
給
組
織

服

部

政

一

一
、

緒

屡

々
述

べ
た
様

に
、
配
給
組
織

は
其

の
内
部
的
事
情

に
よ

つ
て
嚢
展
す

る
も

の
で
は
な
く

し
て
、
組
織
外

の
諸
事
情

に
よ

つ
て

稜

展
す

る
を
特
色
と
す
る

-。
殊

に
、
配
給

組
織
が
蓮
絡
を
計

る
生
産
組
織
並

に
鴻
費

部
面

の
襲
展

に
よ

つ
て
促
進

せ
ら
れ

る
所
が

極
め
て
多

い
。
又
、
配
給

組
織

が
生
産
並

に
消
費
爾

極

の
影
響
を
受

け
る
場
合

に
於

て
も
、
生
産
組
織
と
直
接

に
連

る
卸
費
組

織

は
生
産
組
織

の
影
響
を
受
け
る
こ
と
大

で
あ
り
、
反
封

に
消
費
部

面
と
接
燭
す
る
小
費
組
織

は
消
費

部
面

の
影
響
を
受
け
る
こ
と

が
大

で
あ
る
。

だ
か
ら
、
配
給
組

織

に
蓮
な
る
生
産

・
浩
費
爾
極

の
攣

化
が
、
卸
費
組
織
並

に
小
費
組
織

に
如
何
な
る
攣

化
を
與

へ
た
か
、
叉
は
與

へ
つ
玉
あ
る
か
を
丹
念

に
調

べ
上
げ
な
け
れ
ば
、

全
盟
と
し
て

の
配
給

組
織

の
動
向
は
把
握
出
來
な

い
わ
け
で

あ

る
。
然

し
な

が
ら
、
日

々
に
生
起
し

つ
玉
あ
る
生
産

並

に
浩
費
部
面

の
個

々
の
新
事
象

が
、
各

々
如

何
な

る
影
響
を
配
給
組
織

に
與

へ
つ

玉
あ
る
か
を

い
ち

い
ち
實
詮
す

る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
と
同
時

に
そ
れ

だ
け

で
は
無
駄
な

こ
と
で
あ

る
。
即

ち
、
配
給

商
品
標
準
化
の
嚢
展
と
配
給
組
織

(
服
部
)

一
三
三



一
三
四

組
織
の
動
向
を
正
確
に
知
る
た
め
に
は
、

一
方
に
於
て
生
産

・
消
費
部
面
の
個
々
の
薪
事
象
の
配
給
組
織
に
及
ぼ
す
影
響
を
詳
細

に
調
査
す
る
と
同
時
に
、
他
方
に
於
て
生
産

・
清
費
部
面
の
主
た
る
動
向
が
配
給
組
織
全
腿
に
如
何
な
る
影
響
を
與

へ
る
か
を
考

へ
ね
ば
な
ら
な
い
o

ユ

リ
ョ

筆
・者
は
、
轡
に
溝
費
部
面
に
於
け
る
浩
費
者
購
買
慣
脅
の
攣
化
及
び
購
買
力
の

一
般
的
長
期
傾
向
の
攣
化
が
、
直
接
に
浩
費
部

面
に
接
鰯
す
る
小
費
商
業
組
織
に
如
何
な
る
影
響
を
與

へ
た
か
を
述
べ
た
。
而
し
て
、
本
稿
に
於
て
は
生
産
組
織
、
特
に
工
業
生

産
に
於
け
る
大
規
模
化
、
大
経
螢
化
に
伴
つ
て
生
じ
つ
玉
あ
る
標
準
化
及
び
軍
純
化
生
産
の
傾
向
が
、
其
の
製
品
た
る
標
準
化
海

品
を
通
し
て
配
給
組
織
に
如
何
な
る
影
響
を
與

へ
つ
恕
あ
る
か
を
論
蓮
す
る
の
で
あ
る
。
標
準
化
及
び
軍
純
化
生
産
は
主
と
し
て

工
業
生
産
に
於
て
行
は
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
標
準
化
工
業
製
品
の
生
産
が
増
加
し
つ
曳
あ
る
が
、
他
方
そ
れ
以
外
の
生
産
業
た

る
農
業
、
鑛
業
、
漁
業
、
林
業
等
に
於
て
も
標
準
化
商
品
の
生
産
が
漸
次
盛
ん
に
行
は
れ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
本
稿
に
於
て
は
、
以

上
の
諸
産
業
中
特
に
顯
著
に
標
準
化
商
品
の
生
産
を
な
し
つ
玉
あ
る
工
業
、
並
に
農
業
生
産
品
増
加
の
傾
向
と
こ
れ
が
配
給
組
織

に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
述
べ
る
の
で
あ
る
。

二
、
商
品
標
準
化
の
意
味

鼓

に
、
叙
述

の
順
序

と
し

て
先

づ
商

品
標
準
化

の
意
味
を
明
か

に
L
よ
う
。
も

と
も

と
、
標
準
化

(ωけ§
魯
益

。。ぎ
σΩ
)
と
云
ふ
こ

と
は
テ
イ

ラ
ー

の
科
學

的
管

理
法

(¢。
剛。
三
田
。
寒

§

αq
§

。
韓
)
に
於

て
用

ひ
ら
れ
た
純
技
術
的
な
用
語

で
あ
る
。
科
學
的
管

理
法

1)商 學討究、第十巻 中撮所載。

2)小 樽高商創立二十五周年記念論丈集所載o



を
實
行
し
て
大
量
生
産
を
用
ひ
、
産
業
能
率
を
増
進
す
る
た
め
に
は
、
與

へ
ら
れ
た
る
技
術
的
條
件
の
下
に
於
て
最
高
、
最
適
の

わ

標

準

(。・雷
揖
9

巳
。・)

を

制

定
す

る

に

と

が
必

要

で
あ

る
。

即

ち

、
.標
準

と

は
産
業

諸

部

門

に
於

け

る

生
産

要
素

の
形
状

、

重

量

、
・

晶

質

、
寸

法

、
方

法

等

に
關

し

て
明
確

に
規

定

さ
れ

た

一
仕

様

書

(ψ℃
g
田
8
齢ご
昌
)

で
あ

る

。

か

、
る
標

準

を

作

り
、

此

れ

に

憎

わ

致
す

る
に
務
め

る
過
程
を
標
準
化

と
云
ふ
の
で
あ
る

(島
¢
肩
。
8
ω。・
9

ω6鼠
轟

目
"
9
巳

8
蒐
自
ヨ
言
砂q
8

。。
言
&
舞
亀
ω)。

産
業

能

率
増
進

の
た

め

の
標
準
制

定
に
必
要
な
る
産
業
諸
部
門

に
於
け
る
生
産
要
素

は
大
別
し

て
製

品
並

に
機
械

と
し
て

の
物
的
要
素

と
、
作
業
條

件
並

に
製

作
方
法

と
し

て
の
人
的
條

件
と

の
二
要
素

に
な

る
。
從

つ
て
、
r此

の
二
要
素

の
標
準
化
を
計

る
こ
と

が
科

わ

學

的
管

理
法

の
目
的

と
す
る
産
業

能
率
増
進

の
た

め

の
重
要
な
る
要
因

で
あ

る
。

此
れ

と
併
行
し

て
産
業
能
率
増
進

に
役
立

つ
も

の
に
箪
純
化

(。。ぎ
葛

旨

鼠
8
)
が
あ

る
。
軍
純
化
と
は
不

必
要
な
る
寸
法

、
形

歌
を
減
じ

て
、
極
少
数

の
重
要
な
る
型

に
生
産
を
集

申
し
、
そ

の
間

に
於

て
産
業

の
物
的
設
備
並

に
作
業
上

の
煩
雑
を
防

止
し
、

も

つ
て
産
業
能
率

の
増
進
を
圖

る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
種

々
雑

多
な
形
歌

、
寸
法

、
品
質

の
う
ち
出
來

る
だ
け
少
数

の
最
善

の

も

の
に
生
産
を
集

申
す
る

の
が
翠
純
化

で
あ
る
。
か
く

て
、
機
械

、
部
分
施
設
、
作
業

工
程

、
從

つ
τ
叉
製

品
を
悉
く
最
善

の

一

つ
の
型
に
入
れ

て
攣
動

せ
し
め
な

い
こ
と
が
技
術
的
合

理
化

の
眞
髄

で
あ

つ
て
、
此

の

一
連

の
軍
純
化
過
程

こ
そ
標
準
化
過
程

と

相
侯

つ
て
、
産
業
能
率
増
進
を
目
的
と
す

る
技
術
的
合

理
化
蓮
動

の
申

心
を
爲
す

の
で
あ
る
。

以
上
述

べ
た
標
準
化
並

に
軍
純

化
は
純
技
術
的
な
意
味

の
そ
れ

で
あ

つ
て
、
製
晶
,
機

械
装
置

、
作
業
條

件
、
作
業
方
法

の
標

準
化
及

び
軍
純
化
を
含
む

の
で
あ
る
が
、
今

、
我

々
が
問

魎

に
す
る

の
は
唯
軍

に
商
品
に
封
す

る
標
準
化
及
び
軍
純
化

で
あ
る
。

商
品
標
準
化
の
襲
展
と
配
給
組
織

(
服
部
)

一
三
五

1)来 國 の 標 準 局(NationalBureauofStapdards)は 標 準(standards)な 別 け て

1,測 定 の 標 準(standardsofmeasurement)2,不 攣 の 標 準(standardsofcon-

stants)3,品 質 の 標 準(stand翫 τdsofqualily)4,作 業 の 標 準Sstandardsofper-

formance)5・ 賓 行 の 標 準(standardsofpractice)の5と 規 定 して ゐ ろo

(Holtzclaw,ThePrincipleofMarketing,p.468.)

2)Holtzdaw,ibid,P。469.



]
"三

山
ハ

然

ら
ば
、
商
品

の
標
準

化
又
は
軍
純

化
と
は
何

で
あ

る
か
。

コ
ン
ヴ
ァ
ー

ス
は
、
「
標
準

と
は
均

、一
と
云

ふ
観
念

を
含

む
。
即

ち
、
色

々
な
場
所

で
、
種

々
な

る
費
手

か
ら
、
時
を
異

に
し

て

の

買
は
れ
た
製
品
が
同

一
晶
質

の
も

の
で
あ
る
と

い
ふ
均

一
性
を
要
す

る
。
」

と
云

ひ
、
ヴ

エ
ー

ル
は
、
「
標
準
と
は
、
通
常
晶
質

を

の

基

礎

と

し

て
、

商

晶

を

分
類

す

る

に
用

ひ
ら

る

曳
凡

て

の
検

定

(9
0り貯)
方

法

よ
り

成

る

の

で
あ

る
。
」
と

云

ふ
。
更

ら

に
亦

プ

リ

ス

の

コ

(早

房
8
)
は

「
寸

法
、
形
歌
」
数
.量

、
品
質
、
方
法

の
規
定

せ
ら
れ
た

こ
乏
で
あ
る
。
L
と
云

つ
て
ゐ
る
。

.

右
諸
學
者

の
読
を
見
る
と
、

い
つ
れ
の
読

に
も
共
通
な
も

の
が
見
出

さ
れ

る
。
即
ち
、
商

品
品
質

の

一
定

と

云

ふ

こ

と

で
あ

ち
。
而
し

て
隔
こ
れ
こ
そ
は
商

品

の
標
準
を
規
定
す

る
上

に
飲

け

て
は
な

ら
な

い
根
本

的
要
素

で
あ
る
。

次

に
、
標
準
と
な
る
た

め
に
は
、
か

、
る

一
定

の
品
質

が
容
易

に
攣

化
し

て
は
な
ら
な

い
ご
と
を
必
要

と
す

る
。
即

ち
、
'コ
ン

ヴ

ァ
ー

ス
は
更

ら
に
語
を
次

い
で

「
標
準

と
は
亦
不
攣

の
観
念
を
も
含

ん
で
ゐ
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
改
善

の
た
め

で
あ

つ
て
も
攣

へ
る

こ
と
が
出
來
な

い
と
言
ふ
意
昧

で
は
な

い
。
な

ぜ
な
ら
、
標
準
は
永
久

に
規

定
せ
ち
れ
得
る
も

の
で
は
な

い
か

ら
で
あ

る
。

品
質
が

改
善

さ
れ
た
際

に
は
、
攣

つ
た
品
質
を
許

す
こ
と
が
必
要

で
あ
れ
ば
攣

へ
ら
れ

る
べ
き

で
あ
ら
う
。

だ
が
、
標
準
は

一
旦

わ

規
定
さ
れ

玉
ば
攣

へ
ら
れ
難

い
も

の
で
あ

る
。
」

と
述

べ
て
ゐ
る
。

從

つ
て
、
商
品

の
標
準

と
は
、
同

一
品
質

で
あ
る
こ
と
が
最
も
主
要
な
る
要
素

で
、
こ
れ

に
俘

つ
て
寸
法

・
形
歌

の

一
定

と
鼓

ふ

こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
而
し

て
、
標
準
た

る

べ
き
品
質
及
び
寸
法

・
形
歌

は
容
易

に
攣
化
す

べ
き
も

の
で
は
な

い
か
ら

、
少
く

と
も
制

定

の
時

期

に
於

て
は
、
調

査
研
究

の
上
最
良
め
も

の
と
保
誰
さ
れ
た
も
の

で
な

け
れ
ば
な
ち
な

い
。
商
口㎜
を
か

Σ
る
標
準

3)新 櫓 藏滴 品のse純化と鮮 化1:ついて(経ma集猷 第8巻 銚 號48頁6)
4)Converse,ElementsofMarketing,P・127・

5)Vaile&Slagsvold,]MarketOrganization・(河 、原 茂 太 郎 謬 、市 場 組 織i論S18頁o)

6)HoltzclawioF℃iL,P.466・

7)Converse,OP・c三t・,P・127・



に

向

つ
て

一
致

さ
せ
る
過
程
が
、
鼓

に
謂

ふ
商
品
標
準
化

の
意
味

で
あ
る
。
商

晶
標
準
化

の
意
味

の
斯
く

の
如

き
解
繹
は
、
谷
口

吉
彦
教
授
も
明
確

に
述

べ
ら
れ

て
ゐ
る

の
で
あ
る
。

即
ち
、
「
商
口
開
の
標
準

化
と
は

一
定
商

晶

の
晶
質

・
内
容

が
標
準
的

に
均
等

性
を
有
す
る
場
合

で
あ

つ
て
、

一
は
品
質

・
内
容

が
均

一
性
を
有
す

る
こ
と

玉
、
一
一は

こ
の
均

一
性

が
商

品
と
し

て
の
適
性
を
具

ラ

へ
て
標
準
的
な
る
こ
と

玉
の
二
條
件
を
有
す
都
。
」

耽

此

の
意

味

の
商
品

の
標
準
を
設

定
す

る
こ
と
の
申

に
は
、
自
然

に
歎
多

の
商
品
中
か
ら
最
適

の
も

の
を
撰
出
す

る
こ
と
を
含

ん

で
ゐ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
眞

の
商
品
標
準
化
は
多
く

の
場
合

に
商
品
翠
純
化
を
俘

は
な
け
れ
ば
實

現
出
來
な

い
の
で
あ
る
。
尤

も

　
　

　

商

品
標

準

化

と
軍

純

化

の
意

味

は

前

述

の
如

く

、
叉

我
商

工
省

の
見

解

の
如

く

異

る
も

の
で
あ

る
事

は
言

ふ
迄

も

な

い
。

だ

が

、

本

稿

に
於

て
は
特

に
注
意

を

要

す

る
場

合

の
外

は

、
商

品

標

準

化

の
中

に
商

品
軍

純

化

を

も
含

め
、

軍

に
商

品

標
準

化

と
言

ふ
場

合

に
は

商

品

標
準

化
並

に
輩

純

化

の
意

味

に
用

ふ

る

℃
と

を

断

つ
て
置

く
。

.
粧
、
商

工
省
當
局
は

「
商
品
の
単
純
化
ぽ
現
在
世
間
で
流
布
し
て
惹
る
同

一
商
晶
の
種
々
雑
多
な
形
状
、
寸
法
、
品
質
に
よ

う
種
類
の
う
ち
出
來
る

だ
け
需
要
の
少

い
も
の
の
製
造
、
販
費
、
使
用
叉
は
溝
費
な
慶
め
て
、
需
要
の
多

い
種
類

に
こ
れ
彪
集
中
ル
よ
,う
と
す
ろ
こ
と
で
あ
る
o
必
ら

ず
し
も

一
種
類

に
統

一
し
よ
う
と
す

う
も
の
で
は
な

い
。
從

つ
て
、
審
議
に
際
し
て
も
絵
り
專
門
の
學
問
技
術
に
よ
ら
ず
、
製
造
及
び
販
費
業

者
の
申
合
ぜ
に
よ
つ
て
手
輕
に
實
施

せ
ら
れ
ろ
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
標
準
化

(規
格
化
)
に
現
在
畳
上
に
流
布
し
て
ゐ
ろ
商
品
の
如
何

祉

問
は
ず
、
統

】
後

に
於
け
ろ
當
面
の
不
便
に
犠
牲
と
し
て
も
、
學
術
上
及
び
實
際
上
最
艮
と
認
定
さ
れ
★

る
規
格
な
決
定
す
ろ
露

に
単
純
化
と

の

の
差
異

が
存

在
す

る
の
で
あ

る
o
」
と
述

べ
て
ゐ
ろ
o

商
品
標
準
化
の
登
展
と
配
給
組
織

(
服
部
)

墜

一
怠

七

8)谷 口吉 彦、配給組織論Io3頁o

g)臨 時産業 合理 局、商 品の皐純 化 に就 いて肇照o



量
、
商
品
標
準
化
の
登
達

瞬
三
八

標
準

化
並
に
軍
純
化

の
傾
向

は
い
つ
頃
か
ら
起

つ
た

の
で
あ
る
か
。

キ
ラ

フ
の
云

へ
る
如
く
、
「
標
準
化
は
、
勢
働

の
分
業

、
大

量
販
費

の
基
礎

の
上
に
立

つ
大
規
模

生
産

に
は
不
可
歌

の
條

件
で
あ

る
。
」
と
す

る
な
ら
ば
、
か

エ
る
生
産
方
法

の
襲

展

に
件

つ
て

起

つ
て
來

た
も

の
と
見
得

る
。
既

に
、
十
九

世
紀
申

に
ア
メ
リ
カ

の
鐡
鋼
業

に
於

て
は
軌
條

、
橋
梁

、
建
築
材
等

に
標
準
化
が
起

り
、
叉
前
述

の
テ
イ
ラ
ー

の
科
學
的
管

理
法

に
も
作
業

の
標
準

化
が
現

は
れ

て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
然

し
な
が
ら
、
標
準
化
傾
向

の

急
遽
な
る
嚢
展
は
、
二
十
世
紀
、
殊

に
欧
洲
大
職

以
後

に
於

て
現
は
れ
來
た

の
で
あ

る
。
大
職
中

に
極
度

に
掻
張

さ
れ
た
生
産

設

備
を
擁

し

て
、
職
後

の
世
界
的
不
景
氣

に
直
面
し

、
過
剰
生
産

に
悩

ん
だ
生
産
者

は
、
産
業
合

理
化
を

彊
行

し
て
此

の
苦

況
を
脱

せ
ん
と
し
た
。
而

し
て
、
産
業
合

理
化
、
産
業

能
率
改
善

の
當

然
な
る
館
結

と
し
て
商

品
の
標
準

化
傾
向

が
促
進

せ
ら
れ
た

の
で

あ
る
。
即
ち
、
米
國
商

務
省

の
標
準
局

(2
慧

o
昌
巴

切
珪
$
ロ
鼠

の
富
昌
魯
携

鑑

昏
。
q
三
酔巴

。。
9
言
。・
U
。冨
含
3
。鼻

o
{
O
o
日
ヨ
臼
8
)

の
聲
名

に
も

「
標
準
化
は
二
十
世
紀

に
於

い
て
最
も

注
目
せ
ら
る

べ
き
事
實

の

一
つ
で
あ
り
、
標
準
化

傾
向

は
極

め
て
有

意
義

で

わ

あ
る
と
共
に
、
科
學
的
知
識
の
凡
ゆ
る
源
泉
を
総
動
員
し
て
、
計
劃
、
生
産
、
利
用
の
各
方
面

へ
絶
大
な
る
貢
献
を
な
し
た
。」
と

述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

而
か
も
、
標
準
化
傾
向
は
、
世
界
各
國
の
産
業
各
部
門
自
身
が
軍
猫
に
自
己
生
産
晶
の
標
準
化
を
行
つ
た
の
は
勿
論
、
最
近
各

國
に
於
け
る
企
業
集
申
及
び
猫
古
化
の
獲
展
に
伴
つ
て
生
じ
た
各
猫
占
髄
に
よ
り
、
叉
は
有
名
な
る
同
業
組
合
的
諸
團
燈

に
よ

s)Killough,TheEconomicsofMarketing,P.Io6.

2)]f{oltzclaw,oP.cit.,P.471.J



り

、
更

ら

に
政
府

の
援
助

に
よ

つ
て
釜

々
全
國
的
、
國
際
的
標
準
化
蓮
動

に
迄
獲
展

し
た
。

次

に
、
工
業

及
び
農
業

に
關
す

る
商

品
標
準
化
傾
向

に
就

い
て
米
國

と
日
本
と

の
實
際
を
極
く
簡

軍

に
叙
述
し

て
見
よ
う
。

剛
、

工
業
に
於
け
る
商
晶
標

準
化

イ
、
来

國

米
國

に
於

て
は
、
政
府

が
積
極
的

に
商

品
標
準

化
運
動

に
乗
出

し
、
既

に

一
九
〇

一
年
三
月
三
日
に
、
商

務
省
内

に
標
準
局
を

設
立
し
為
。
此
れ
は
軍
猫

の
機
關

で
・
而
か
も
此

の
種
問
題
全
般
を
統
轄
す
る
國
家

の
研
究
所
と
し

て
他

に
饒
り
そ

の
例

を
見
な

い
も

の
で
あ

る
。
設
立
當
初
は
局
員
も
十
四
名

に
し
か
過

ぎ
な
か

つ
た
が

一
九

二
八
年

に
は
八
五
〇
名

に
増
加
し

て
ゐ
る
。
其

の

主
目
的
は
度
量
衡

の
改
良
、
度
量

衡
に
關
す
る
各

州
立
法

及
び
そ
の
實

施

の
統

一
を
確
保
す
る

こ
と

で
あ

る
。
當

局

の
事
業

は
二

大
別
し

て
、

↓
標
準
事
業

,
⊃
科
學
的
技
術
研
究

試
験
事
業

で
あ

る
。
而
し

て
前
者

の
標
準
事
業

部
は
更

ら
に
、
t
軍
純

化
、
26

(

(

定
型
化
、
a
建
築
標
準
化
、
4
商
業
標
準
化

に
分

課
し
、
後

者
は
更

に
L
電
氣

、
且
度
量
衡
、
3
。熱

及
び
温
度
測
定
、
生

光
學
」
、

翫
化
學

、
a
機
械
、
乞
音
響
、
&
材
料
試
験

、
a
冶
金
、
n
製
陶

の
各
課
に
分
課
し

て
ゐ
る
。

そ

の
申

で
も
我

々
の
當
面

の
問
題

に
直
接
關
係
あ

る
も

の
は
、
標
準
局

の

一
部
課

と
し

て

一
九
二

一
年

十

一
月

に
設
立
さ
れ
た

の

翠
純
課

(U
識

訟
§

o
{
◎。
冒
喝
臣

a

男
§
a
8
)
の
事
業

で
あ
る
。

同
課
は
、
關
係
當
業
者

(
大
製
造
業
者

及
び
同
業
組
合
)

の
提

案

に
基

い
て
軍
純
化
す

べ
き
品
目

の
撰
定
、
及
び
そ

の
方
法

を
審
議

、
決
定
並

に
決
定
事
項

の
實

行
、
普
及
上

の
援
助
を
な
す

の

で
あ

る
。
從

つ
て
、
當

課
は
軍
純
化
計
甕
を
強
制
す
る
も

の
で
は
な
く
し

て
茜
あ
く

ま
で
當
業
者

の
仲
介
者

又
は
援
助
者

と
な
る

商
品
標
準
化
の
獲
展
と
配
給
組
織

(
服
部
)

ご
二
九

3)NationalBureauofStandards,PublicationsofUnitedStatesDepartment
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亭 羅 ぺ 牛
イ貨
ン

品

議 店麦
乳の び

,及 二

紙 ス
嗣 目

釘 袋 毛 壕

六
四 二三 四'
二二 八 八 四(
一 〇 〇 九 大

減

き
さ 少
)

ll!1
四

一 壱 一
八 〇 三
一 〇 八 四'

率
一

閏
四
〇

　

φ
で
あ
み
。
當
課
に
於
燐
て
な
さ
れ
た
商
品
軍
純
化
實
施
成
績
は

一
九

三
二
年
迄
に
約
百
五
十
饒
種
に
達
し
,
目
下
調
査
申
の
も
の
多
数
に
上

る
歌
態
で
あ
る
。
例

へ
ば
二
、
三
種
商
品
に
つ
い
て
そ
の
品
目
と
減
少

の

率

と
を
上
げ
れ
ば
上
表

の
通
り

で
あ
る
。

、政
府

の
援
助

に
加

へ
て
、
標
準
化
促
進

に
活
動

し
て
ゐ

る
の
は
同
業

組
合

(目
㎏巴
o
凄

ω
g
凶9。
ユ
8
)
で
あ
る
。
米
國

に
於
け

る
最

も
記
録

さ
る
べ
き
同
業
組
合

は
米
國
標
準
協
會

(〉
ヨ
。
目一。層
昌

。。
酔9
口
山
、

舞
臼

》
ω
。・鼠

註

暮
)
で
あ

弼
。
此

の
協
會
は
政
府
並

に
多
く

の
工
業
と
協

力
し

て
國

民
的

工
業

標
準
化

の
稜
展

と
過
度

の
標
準

化

防
止

の
た
め

に
鑑
し
た
の
で
あ
る
。
協
會

は
標
準
を
決
定
す

る

に
は
、
同
業
組
合
、
生
産
者

、
使
用
者
並

に
政
府

委
員
よ
り
成

る

委
員
會
を
作

つ
て
、
關
係
當
業
者

の
協
議

に
よ
る

の
で
あ

る
。
而
し

て
其

の
成
績

は
、
之
等
標
準
を
作

り
上
げ
た
仕
様
書

の
出
版

物

が
六
萬
以
上
も
最

初

の
年

に
費

捌
か
れ
、
其

の
標
準
が

一
般

に
廣
く
用

ひ
ら
れ

た
と
云
ふ
事
實

に
よ

つ
て
も
、
窺

ふ
こ
と
が
出

來

る
。

・

口
、

日

本

大
正
八
年

(
一
九

一
八
年
)
六
月
政
府
は
度
量
衡
及
び
工
業
品
規
格
統

一
調
査
會
を
設
け

(大
正
九
年
二
月
慶
止
)
、
同
會
の
提

議
に
よ
り
て
同
十
年
四
月
二
十
六
日
工
業
晶
規
格
統

一・調
査
會
が
設
置
さ
れ
た
。
此
の
調
査
會
は
商
工
大
臣
監
督
の
下
に
政
府
、

墨
會
、
協
會
、
關
係
團
髄
、
主
要
工
場
幹
部
等
に
よ
つ
て
撰
出
さ
れ
た
七
十
名
以
内
の
委
員
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
、
會
を
四
部

5)
6)

7)

同 上 、5-一 一7頁o

Converse,oP.cit,,P.139・

lbid.,p.130.



一
、
金
屡
材
料
、
二
、
金
属
以
外

の
材
料
、
三
、
電
氣
機
械

及
器
具

、
四
、

一
般
機
械

及
器
具

に
分
ち
、
更
ち

に
細
分
し

て
四
十

'五

の
委
員
會

と
各

部
共
通

の
用
語
委
員
會
と

が
存
在
す

る
。
同
調
査
會

の
事
業
は

、
國
内
的

に
は
關
係
者

(
諸
官
廃

、
關
係
團
罷

民
聞
工
場

)
と
聯
絡
を
保
ち
、
國
際
的

に
は
各
國
規
格
統

一
協
會
並

に
萬
國
規
格
統

一
協
會
と
協
同
し

て
、
各
部
會

、
委
員
會

の

・調

査
研
究

の
結
果
を
総
會
に
か
け

て
審
議

し
、
決
議

の
上

そ

の
規
格
を
決
定
し
、
之
を

匂
国
o。

(』.碧
彗
。
ω。
国
謬
σq
言
窪
Nぎ
σq
Q。
酔彗
争

め

舞
自
ω)
と
し

て
公
表
す
る

の
で
あ

る
。

同
調
査
會
と
共

に
昭
和
五
年
商

工
省

に
於

て
は
臨
時
産
業
合

理
局
が
設
置

さ
れ
、
同
局
第

二
部

に
於

て
は
商

品
軍
純
化

の
調
査

が
行

は
れ

、
各
關
係
組
合
に
封
す

る
援
助
が
行
は
れ
た
。
そ

の
方
法
は
、
輩
純

化

の
可
能
性
あ
り
と
認
め
ら
れ

る
各
商
品
毎

に
關

係

業
者

、
維

濟
團
燈
代
表
者

、
斯
界

の
椹
威
者
を
委
員

と
す
る
委
員
會

を
同

局
内

に
設
け
、
輩
純
化
す

べ
き
も

の
」
範
園
、
軍
純

化

の
程
度

、
實

施
普

及

の
方
法
等

に
關

し
審
議
、
決
議
す

る

の
で
あ

る
。
此

の
決
議

は
、
米
國

に
於
け

る
場
合

と
同
様

に
、
法
規

を

以
て
強
制

す

る
も

の
で
は
な
く
、
實
施

は
關
係
業
者

の
自
治

に
委

ね
る
も

の
で
、
政
府
は
翠

に
之
れ

に
援

助
を
與

へ
て
ゐ
る

の

で
あ

る
。
現
在
迄
同
局

に
於
け
る
翠
純

化
し
た
商

品
を
見

る
と
、

一
、
用
紙
類

(
甲
、
事
務
用
紙

、
乙
、
事
務
用
封
筒
、
丙

、
荷

札

)
、
一
一、
毛
布

三
、
ク
オ
ル
製
品

、
四
、

ア
ル

ミ

昌
ユ
ー

ム
製
品

(
甲
、
板
製
品

、
乙

、
鋳
物
製
品
)
、
五
、
事
務
用
卓
子
及
椅

子

、
六
、

亜
鈴
鐵
板
、
平
板
、
波
板
,
七
、
小
巾
捺
染
用
生
地
、
八
、
瑳
郭
鐵
器
、
九

、
柑
橘
容
器

、
十
、
罐
詰
用
罐

、
十

一
、

の

輪
出

朋
二
重

、
十
二
、
準
備
調
査
申

の
も

の
、
銅
及
眞
鍮

器

.
紙
函

↓
硝
子
製

品
、
敷
布

、
自
縛
車
部
分
品
等

で
あ
る
。

　
我
國

に
於

て
も

以
上
述

べ
た
政
府

の
援
助
機
關

の
活
動

の
外

に
各
主
要

工
業
品

の
生
産
者
組
合
が
多
数
存
在
し

て
同
種

商
品

の

商
品
標
準
・化
の
襲
展
と
配
給
組
織

(
服
部
)

一
四

一

8)臨 時産業合理局、工業 品規格統一調査會概況によう0

9)臨 時産業合理局、産業合理化17輯o



一
四
二

標

準

化

に
就

い

て

の

研

究

が

な

さ

れ

て

ゐ

る

。

、

、

、

"

一
討

〔
:

・

一

ゆ

工
業
部
面

に
於
け
る
商

品
標
準
化

の
蓮
動

ガ
、
米
國

に
於

て
も

日
本

に
於

て
も
政
府
並

忙
同
業
組
合

に
よ

つ
て
促
進

さ
れ
、
實

績

を
上
げ

つ
墨
あ
る
て
と
は
既

に
述

べ
た
が
、
此

れ
に
も
増
し

て
眞
剣
な

る
標
準
化

へ
の
研
究

が
各

工
業

生
産
者

自
身

の
製

品
π

就

い
て
な
さ
れ

て
ゐ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な

い
。
も
と
も
と
標
準
化

の
傾
向

は
隔

工
業
部

面

に
於
け

る
生
産
技
術
合

理
化
の

一
つ
の
働

ら
き
で
あ

る
の
を
思

へ
ば
各

工
業
生
産
者

の
努
力

が
行

は
れ

て
ゐ
る

の
は
蓋

し
當
然

で
あ
る
。
而

し
て
そ

の
結

果
乏
し

て
各
生
産
者

の
ブ

ラ

ン
ヅ

(げ
目層
昌
畠
)
を
付
け
た
多
ぐ

の
標
準

化
商

ロ開
が
噛
政
府

叉
拭

同
業
組
合

が
規

定
し
た
商
晶

に
も
増
し

て
多

藪

に
生
産

せ
ら
れ

て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
、但

し
、
か
く

の
如
く

に
言

ひ
得

る
た

め
に
は
之
等
生
産
者

が
自
身

の
ブ
ラ

ン
ド
を
付

し
距

自

己
製

口畑
を
標

準
化
し
た
商

品
と
言
ぴ
得
る
か
否
か
め
問
題

が
残

る
の
で
あ

る
が
、
筆
者

な
商
品

の
標
準

化

の
根
本
的
な
意
味
を

晶
質

の

一
定

、
並

に
そ
の
最
適
性

と
解
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
各

生
産
者

の
自

己

ブ
ラ

ン
ド

の
商

品
は

此

の
二
條

件

に
合

致
し
、

從

つ
て
標
準

化
さ
れ
た
商
品
と
言
ひ
得

る
の
で
あ

る
。
此
れ

に
關

し
て
は

キ
ラ

フ
も
次

の
如
く
述

べ
て
ゐ
却
。

「
少

し
く
異

る
種
類

の
様

に
思
は
れ

る
標
準
は
生
産
者
自
身

の
ブ

ラ

ン
ド
で
あ

る
。
而

し
て
此

の
ブ

ラ

ン
ド
は
消
費
者

が
過
去

の

使
用
維
験

か
ら
知

つ
て
ゐ
る
塵

の
商
品

の
次
ぎ
く

の
軍
位

の
均

」
と
特

定

の
品
質

と
を
指
示
し

て
ゐ
る
。
L
と
。
即
ち
、
そ

の
ブ

ラ

ン
ド
は
直

ち

に
そ

の
商

品

の
品
質

の

一
定
と
内
容

の
均

一
性
と
を
保

誰
す

る

の
で
あ
る
か
ら
、
か

玉
る
商
品
も
標
準
化

さ
れ
た

亀

の
と
見

て

一
向

差
支

え
な

い
。

二
、
農
業
に
於
け
る
商

品
標
準
化

"

10)樹 英 、濁 、佛 、支、和 、伊 その他 の諸 國 に於 け る工業 品標準 化蓮 動 に就い

て は新井啓藏 、商品の軍純 化 と標準化 につ いて(前 掲)塗 照o

II)Killough,oP.cit.,P.Io5.



.
イ
、
・来

'

國

、

、

、

、

・

米

國

に
於

て
は

、
多

く

の
農

産

物

に
就

い

て

の
標

準

の
嚢

布

に
多

大

の

注

意

が
佛

は
れ
來

つ

て
ゐ

る
。

今

、

代

表

的
農

産

物

で

あ

る
棉

花

(O
O
暮
O
昌
)、
穀

類

(σq
§
凶昌
)、
果

實

野

菓

(坤
昌

ω
碧

傷

蕊
σq
⑦
霊
幕

。・)、

及

び
家

畜

、
肉

類

(穿

。曾
8
搾

彗
侮

ヨ
⑦
彗
の)
に
關

す

る
標

準

化

傾
向

を

簡

軍

に
記

し

て
見

よ

う
。

A

棉

花

…
…

棉

花

の
標

準

化

は
英

國

に
於

て
は
既

に
十
九

世

紀

か
ら

行

は

れ

て
ゐ

た

が
、

米

國

で
は

一
九

〇
九

年

農

務

省

が
議

會

か

ら

「
白

ア

メ
リ

カ
棉

花

」

の
格

付

の
公

定

標

準
作

成

の
樺

能

を

賦

與

さ

れ

て
か
ら

始

ま

つ
た

の

で
あ

る

。

而

し

て

、

一

九

一
四
年

に
棉

花
先

物

取

引

法

(0
9
8
昌
国
三
舞

2

》
9
)
が
議

會

を

通

過

し

て
、、
蝕

に
棉

花

の
公

定

標

準

が
設

定

さ
れ

、

翌

十

五

年

二

月

か

ら

昌

エ
ー

ヨ
ー

ク
、
及

び

一=

ー

オ

ル

レ
ア

ン
ス
の
棉

花

取
引

所

に
於

て
は

そ

の
使

用

が
強
制

施

行

さ
れ

た

。
越

え

て
、

一
九

二

三
年

に
は

棉

花

標

準

法

(OO
齢峠O
昌
oり齢"
昌
山
粒
N山
oり
9
0
梓)
が
實

施

せ
ら

れ

、

既

に
設

定

さ
れ

て

ゐ
た

標

準

も
公

定

標

準

と
し

て
織

績

さ
れ

る

に
至

つ
た

。

公

定

標

準

は

、

ア

ブ

ラ

ン
ド

(弓

一粒
巳

)
白

棉

花

を

九

階

級

(目
●
竃

一象

一ぎ
σq

守

ぎ

b。
●
。。
丹り昼

O
。
巳

罎

7

象

一ぎ
σq
℃
◎◎
・
O
o
a

]≦
達
象

昌
鱒

鮮
・
の
鼠
。け
]≦
達
島
ぎ
σq
鴇
q
L
≦
二
出

5
σq
噂
O
●
◎D
窪

g

ピ
o
ξ

】≦
二
臼
ぎ
㈹
㌔

・
ピ
o
ミ

]≦
凶象

一ぎ
σq
℃
Q。
.
◎◎
齢ユ
g

O

。
。
昏

O
a
ぎ
霞
事

㊤
・
Ω
8
臣

O
N象
昌
碧
矯
)
に
分

け

、
叉

色

付

棉

花

(段ぎ
σq
a

9
民

器

ぎ
&

8
含
。
旨
)
の
標

準

も

設

け

ら
れ

た
。

然

る

に

、
棉

花

の
債

値

は
公

定
標

準

の
み

に
よ

る

も

の
で
は

な

く

て
、

之

よ

り

も

術
繊

維

の
長

さ

に
よ

つ

て
決

定

さ
れ

る

こ
と

が
多

い
か

ら

、

一
九

一
八
年

に
は

繊

維

の
長

遷

の
公

定

標

準

も

亦

設

け

ら

れ

、
棉

花

標

準

法

の

一
部

と

し

て
施

行

せ
ら

れ

て

ゐ

る
。

米

國

の
棉

花

標

準

法

は

、
唯

軍

に
米

國

に
於

け

る
標

準

と
な

つ

て
ゐ

る
ば

か

り

で
な

く

、
米

國
農

務
省

と
欧

洲

諸

國

の
取

引

所

商
品
標
準
化
の
嚢
展
と
配
給
組
織

(
服
部
)

幅
四
三



一
四
四拗

聞

に
協

定
が
成

立
し
て
.

一
九

二
三
年

以
降

は
有
力
激
洲
棉
花

取
引
所

忙
於

て
も
標
準

と
し

て
採
用
さ
れ

て
ゐ
る
9
我
國

に
於

て

も
取
引
所

の
標
準
は
、
米
國
標
準
を
探
用
し

て
ゐ
る
。

、

,

B

穀

類

…
…
穀
物

の
標
準

は

一
世
紀
前
か
ら
も
行

は
れ

て
ゐ
た
。
郎

ち
う
各
州
、
各
同
業
組
合
及
び
商
業
會
議
所
ま

で
が

官

己

の
標
準
格
付
を
探
用
し

て
、
穀
物
市
場

へ
出
ズ

す
る
毅
物

の
格
付
を
な

し
て
ゐ
た
が
た
め

に
、
取

引
上

に
は
極
度

の
混
齪
が

あ

つ
た

の
で
あ
る
。
然

る
に

一
九

一
六
年
合

衆
國
穀
物
標
準
弦

(d
昌
一けO
畠
◎0
け隅侍O
◎藺
(甲
H魯一昌
OQ
け9
昌
畠
岱
H傷
oo
媛ノO
何)
が
議
會

を
通

過
七
て

が
ら
は
標
準

が
彊
制

的

に
全
國

に
渉

つ
て
統

一
を
見
る
に
至

つ
た
。
最

初

に
設
定

さ
れ
た
穀
物

の
標
準

は

一
九

一
六
年

末
壼
蜀
黍

の
標
準

で
あ
り
、
次

い
で

一
九

一
七
年
夏
冬

、
春
小
萎

の
標

準
が
襲
布
さ
れ
、
そ
れ

以
來
燕
多
、

ラ
イ
萎
、
大
萎

、

サ
タ
ウ

ヨ
シ

(8
お
ピ

ヨ
ψ)
等

の
穀
物
標
準
が
實
施

さ
れ
た
。
穀
物
標
準
決
定

の
主
な
る
要
素
は
、
種
類
、
漁
潤

の
程
度
、
重
量
、
損
傷
程
度
等

で
あ
る
。
今

、

一
例

と
し

て
小
萎

の
標
準
を
見

る
と
、
小
萎

は
先

づ
五
種
類

(μ
●
国
彗
島

国
巴

。。
"
二
轟

u
b。
・
O
g
旨
β

Q。
●
缶
碧
"

男
a

≦
げ
言
が

↑

◎。
。
⇒

男
&

≦
、葺

。
♪

伊

≦
、喜

・)
に
分

か
れ
、
そ

の
各
種

が
亦
更
ら

に
歎
種

に
分

か
れ

る
。
そ

の
再
分
類

の
標

準

は

正
式

に
は
数

に
よ

つ
て

(り均o
・
H
りぬ
o
の
bD
:
:
:
)
呼
ば
れ

る
。
而
し

て
此

の
標
準

に
達

し
な

い

も

の
は

見

本

格

(δ

ジ
ヨ
茗
。
..

O
冨
畠
o
)
と
言

は
れ
、
取
引

の
場
合

は

一
々
見
本

に
よ

つ
て
取
引

さ
れ
る
。

・
C

某
實

及
び
野
菜
…
…
米
國
農

務
省
は
果
實

及
び
野
菜

に
就

い
て
確
定
的
標
準
を
設
立
せ
ん
と
し

て
努
力
し

て
ゐ
る
。
然

し

な

が
ら
、
果
實
及
び
野
菓
類

は
、
特

に
各
生
産
者
に
よ
り
、
亦
同

醐
生
産
者

で
あ

つ
て
も
時

に
よ

つ
て
少

し

の
違

ひ
が
存
す

る

の

で
あ
る
か
ら
、

一
つ
の
標
準
を
設
け
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
含
ま

る

べ
き
最
小
限
度

の
品
質
を
定
め
る
よ
り
外
な

い
の
で
あ

る
。

12)H・ltzdaw,oP.cit.,P.474.
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現
在

、
米
國

に
於

て
は
各

州
が
か

X
る
意
味

の
標
準
を
設
け

て
、
林
檎

、
豆
、
葡

萄
、
オ

レ
ン
ヂ
、

キ
ヤ
ベ
ヂ
、
玉
葱

、
馬
鈴
薯

外
約
四
十
種

の
種
類

に
適
用
實
施

し
て
ゐ
る
。
そ

の
標
準

と
な

る
要
素

は
種
類
、
品
質
沸
及
び
形
歌
等

で
あ

つ
て
、
等
級

は

d
●

粉

o自
◆
Z
9

ど

q
.
o。
.
Z
o
・
卜9

等

に
分

れ

、
特

に
優

良

な

る

も

の
は

d
・
9

司
彗
昌

又

は

q
●
¢

O
o
目
臼
。
同
息
匙

と

呼

ば

れ

る
。

・

D

家

畜

及

び
肉

類

…

…
各

家

畜

市

場

に
於

て
は
從

來

各

自

の
標

準

を

持

つ
て

ゐ
た

が
、

そ

の
標

準

は
市

場

ご

と

に
異

り

、
家

へ

畜
取
31

に
は
多
く

の
無
駄
と
混
齪

と
が
あ

つ
た
。
家
畜

格
付

の
標
準
を
設
立

せ
ん
と
す
る
最

初
の
企

て
は
、

一
九
〇
〇
年

イ
リ
ノ

イ
大
學

が
國
内

の
家

畜
大
市
場

の
調
査
を
行

つ
た

こ
と
に
始
ま

る
。
而
し

て

一
九

一
七
年
農
事
維
濟

局

(昏
㊥
切
ξ
。
き

亀

卜
砂q
挙

6亘
段舞
巴

国
8
口
。
已
一。
巴

は
家
畜

及
び
調
理
肉
類

に
關
す
る
報
動
機
關
を
設
立
し
、
便
格

及
び
市
況
報
告

の
基
礎

に
大
學
農
業
試
験

所

λ
q
三
く
巽
切ξ

》
①q
H甘
鼻

鍔
N巴

国
×
窯
ユ
8
⑦
暮

。。
§

ざ
昌
)

の
推
薦
項
目
を
使
用

し
た
。
家
畜

の
格
付

に
必
要
な
基
礎

的
要
素

は
、

　

　

ラ

一
家
畜

の
外
形
、
構

造
、
一、一造
作

(
脂
肪

の
量
、
質

及
び
分
配
)
、
三
質

(
形
歌

と
骨
格
、
脂
肪
、
筋
肉

と
骨
と

の
割
合
、

重
量
を

(

(

(

増
加

し
得

る
能
力

)
で
あ
る
。
吹

に
噛
肉
類

は
從
來
種

々
な

る
標
準

で
格
付

さ
れ

て
ゐ
た

が
、
近
來
冷
藏
装
置
及
び
運
邊
機
關

の

嚢

達
に
よ

つ
て

一
般
的
な
る
標
準

の
設
立
が
希
望

さ
れ

て
來
た
っ
先
づ
,

一
九

一
六
年

に
は
政
府

の
代
理
機
關

が

ビ
ー

フ
の
試
験

的
標
準

を
公
け

に
し
、
廣
く
用

ひ
ら
れ
た
。
而
し

て
、

一
九

二
七
年

に
は
公
定
標
準

に
よ
る
肉
類

の
格
付
並

に
捺
印
が
、

シ
カ
ゴ

に
於

て
農
事
維
濟
局
と
國

民
家
畜
肉
類
聯
合
會

(Z
註
。
§
一
ピ
凶δ

ω
ε
昂

碧
告
罎

。
彗

冨
。
舞
e

の
共
同

で
行

は
れ
る
に
至

つ
た
。
・

次

い
で
、

シ
カ
ゴ
以
外

の
大
都
市

に
於

て
も
此

の
標
準

に
よ
る
格
付
並

に
捺
印
が
試
験
的

に
行
は
れ
た

が
、

一
九
二
八
年

に
は
愈

々
引
績
き
行
は
れ
る
事
に
決
定
し
た
。
肉
類

の
標
準
は
家

畜

の
場
合
と
同
じ
要
素
即
ち
、
構
造
、
造
作

、
質

の
割
合

に
ょ

つ
て
決

商
品
標
準
化
の
襲
展
と
配
給
組
識

(
服
部
)

一
四
五

13)IbidっP.476.



】
四
六

翰

定
さ
れ

る
が
、
"唯
之

に
脂
肪
、
肉
、
骨

の
色

の

↓
要
素

が
加
は
る
に
過
ぎ
な

い
。

8

ρ

口
、
H

本

我
國

に
於
け
る
農
産
物
標
準
化
は
米
國

に
見
ら
れ

る
程
獲
達
し

て
居
ら
な

い
。
我
國
農
産
物

の
大
宗

で
あ
り
、
且
叉
最

も
標
準

化

の
進

ん

で
ゐ
る
米

に
就

い
て
見

て
も
全
國
的

の
米

の
標
準
化

は
未
だ
行

は
れ

て
ゐ
な

い
。
最

初
に
は
米

の
標
準

化
は
米
穀
取
引

業

者
同
業
組
合

に
よ

つ
て
行

は
れ
た

が
、
實
施

の
成
績
か
ら
見

て
品
質
槍

査
を

一
暦
権
威
付

け
る
必
要

が
感

ぜ

ら

れ

た
。

そ

こ

で
、
先

づ
大
分
縣

が
全
國

に
卒
先

し
て
明
治
三
十

四
年

縣
螢

の
槍
査
を
實
施

し

て
米

の
格
付

を
行

ひ
、
そ

の
後
漸

攻
他

の
府
縣

に

普
及
し
、
今
日
殆

ん
ど
各
道
府

縣

に
於

て
猫
自

の
標
準

に
よ

つ
て
道
府
縣
直
螢
検
査

が
行
は
れ
る
に
至

つ
た

の
で
あ
る
。
但
し
東

京
、
長
野
、
山
梨
及
び
沖
縄

の
府
縣

に
於

て
は
桧

査
は
行
は
れ

て
居
ら
な

い
◎
而

し

て
全
國

の
米
穀
取
引
所
は
、
此

の
道
府
縣

の

粉

楡
査

の
結
果

、
付
け
ら
れ
た
格
付
標
準

に
從

つ
て
取
引
を
行

つ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。

5
米

以
夘

の
農
産
物
は
、
各
道
府
縣

が
特

に
必
要

と
認
め
た
も

の
に
限
り
米

の
検

査
と
同
様

に
道
府
縣
直
螢

で
検
査
を
行

つ
て
ゐ

る
。
そ

の
主

な
る
農
産
物
は
、
大
委

、
小
萎
、
裸

萎
、
茶
種

、
西

瓜
、
夙

、
莚
、
縄
等

で
あ
る
。

次

に
、
道
府
縣

の
地
方
自
治
艦

に
よ
る
彊
制
的
検
査

で
は
な
く

、
地
方

の
農
會

、
産
業
組
合
又
は
同
業
組
合

が
自
稜
的

に
標
準

を
設
け

て
農
産
物

の
格
付
を
な
し

て
ゐ
る
も

の
も
あ
る
噂

そ

の

一
例

と
し

て
は
北
海
道
畜
産
組

合
聯
合

會
が
北
海
道
聴
令

に
よ

つ

て
牛
酪

の
槍
査
を
行

ひ
、
又
は
大
阪
府
豊
能
郡
農
會

が
苗

木

(
櫻
、
櫻
桃
、
杏
、
柑

橘
、
葡
萄

、
柿
、
栗

、
枇
杷
、
無
花
果

及
華

勒

果

)
検

査
を
大
阪
府
苗

木
槍

査
規
則

に
よ

つ
て
行

つ
て
ゐ
る
を
見

る

の
で

あ
る
。

'

=

`

ぜ

14)
15)

16)

Ibi《L,P.478。

川村 芳 次 、農 産物 の販 費 統 制.43-4g頁o

同上 、92,123頁o



四

、

標

準

化

の
行

は

る

＼
商
、品

の
種

類

か

曳
る
商
品
標
準
化
は
由
凡

ゆ
る
商
品

に
就

い
て

一
様

に
行

は
れ
る
か
と
云
ふ
に
、
そ
う
は
行

か
な

い
も

の
で
あ

る
。

即
ち
、

め

商

品

の
性

質

に

よ

つ
て
標

準

化

の
行

は

れ

る
商

晶

と
然

ら

ざ

る
商

晶

と

が
生
す

る
。

ヴ

ヱ
ー

ル
に
よ

れ

ば

、
商

晶

標

準

化

の
襲

展

ラ

ヘ
ノ

に
影

響

を

及

ぼ
す

商

品

の
性

質

は

、

一
商

品

の
物

理
的
特

質

(仔
。
9

風

。巴

6冨

§
9
・
蔚

昏

吻
鑑

昏
。
8
鶯
ヨ
。
島
段鴇
)

と

、
'二

特

(

(

定

の
取

引

上

の
要
素

(o
o
旨
畿
昌
窪
註

⑦
蹄
9
0
琶

と

で
あ

る
◎

/

最
も
重
要
な
る
商
品

の
物

理
的
特
質
と
は
、

一
、
腐

敗
性

(用
巴

。。ぎ
げ
楼
蔓
〉
で
あ
る
。

標
準
化

の
最

も
必
要
な

の
は
生
鮮
晶

で
な
く

て
、
永
績
性
を
も

つ
耐

久
品
で
あ
る
。

而
b

て
耐
久
晶
は
生
鮮
品
よ
り
も
永

い
間
標
準

化

の
便
値
を
保

つ
こ
と
が
出
來

る
。
例

へ
ば
標
準
化

は
キ
ヤ
ペ
ヂ
よ
り
も
穀
物

に

と

つ
て
よ
り
大
切

で
あ
る
。
な

ぜ
な

ら
穀
物
は

キ
ヤ
ベ
ヂ
よ
り
も
永
績
す

る
品
質
を
持
ち
、
長

期

に
渉

つ
て
そ

の
格
付

寮
保

た
れ

る
か

ら
で
あ

る
。
從

つ
て
、
耐
久
的
品
質

の
商

品
が
標

準
化
さ
れ

る
可
能
性
が
多

い
。

二
、
晶
質

の
均

一
性

(口
。
ヨ
。
σQ
。
昌
。ξ

o
剛
ρ
縄
聾
蔓
)
で
あ

つ
て
、
商
品

の
品
質

が
均

一
で
あ
れ
ば
あ

る
程

、
格
付

に
用

ひ
ら
れ

る
見
本
品

の
現
品
を
代
表
す

る
性
質

は
大

と
な
り
、
そ
れ

に
必
要
な
見
本
品
は
少
く

て
も
す
む

の
で
あ
る
。
例

へ
ば
、
綿
布

と
馬

鈴

薯

の
如
く

で
あ
る
。
標
準
化
は
亦
均

】
性
商
晶
な
ら
ば
品
質

に
確
實
性
が
多

い
か
ら
、
か

曳
る
商

晶

に
特

に
必
要

で
あ
る
。
即

ち
、
商

品
標
準
化
は
均

一
性
商

品

に
行

拡
れ
る

こ
と
が
多

い
。

、

.

.

.

、

商
品
標
準
化
の
嚢
展
と
配
給
組
織

(
服
部
)

】
四
七

1)Vaile&SlagsvolらoP.ciし,P.393,河 原茂 太 郎 謬.市 場 組織 論522頁o



"
四
八

三
、
品

質

の
季
節

的
不
同

(。。
$
8
昌
菩
一ω
<
鼠

9
ユ
。
昌
凶昌
ρ
轟
年
邑

で
あ

る
。
品
質

が
季
節

に
よ

つ
て
非
常

に
攣
動
す
る
様

な
商

品
は
、

一
定

の
標
準

に
ょ

つ
て
格
付
す
る

こ
と
は
不
可
能

で
、
反
封

に
季
節
的

に
攣
動

し
た
品
質
を
標
準

と
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な

る
。
例

へ
ば
、
卵

は
夏

と
冬

と
で
は
同

一
標
準

で
臓
格
付
さ
れ
な

い
ゆ

從

つ
て
、
か

玉
る
商

品

の
格
付

に
よ

つ
て
は
」

一
定

の
品

質
は
保

謹

せ
ら
れ
な

い
。
即
ち
、
季
節

的

に
大
攣
動

の
あ
る
商

品

の
標
準
化
は
難

か
し

い
。

醒

'

略

次

に
、
商
品
標
準
化

に
影
響
を
與

へ
る
取
引
上

の
要
素

と
は
何

で
あ
る
か
。

一
、
使
用
者

の
特
別
な

る
要
求

の
不
同

(<
彗

註

8

ぎ
、
芒
8
崖
。
目呂
巳
『§

。
具

。
蟻
器
。
携
)
で
あ

る
。

一
つ
の
生
産
物

に
樹
す

る
需
要

が
か
な
り
均

一
で
あ
る

こ
と
は
、
そ

の
も

の
に
封

し
て
潅

讐

一
つ
の
標
準
を
建

て
る
こ
と
を
可
能

に
す

る
。
然
る

に
.
産

業

用
品

の
或

る
も

の
は
反
之
、
諸
種

の
工
場

の
た
め
に
生
産

さ
れ

る
か
ち
標
準
は
個

々
の
工
場

の
要
求

に
合
致

し
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
商
品
標
準

化
は
均

一
な
る
需

要
を
持

つ
商
品

に
於

て
行

は
れ
易

い
。

一二
、
取
引
激

量

(ノNO
一昌
旨口
O
O
蟻
ぴ
躍
oり一昌
O
o励g陰)
の
大
小

で
あ
る
。
申
央
市
場
を
通
じ

て
配
給

せ
ら
れ
る
生
産
品

に
於

て
は

、
有
効
な

る
標
準
化

が
可
能
と
な
り

、
格
付
は

正
確

に
、
僅
か

の
費
用

で
な
し
得
ら
れ

る
。
小
萎
は

こ
の
好
適
例

で
あ
る
。
そ
れ
は
大
量

に

取
引

せ
ら
れ

、
大
中
央
市
場

に
於

て
適
當

な
格
付

及
び
検

査
が
な

さ
れ

て
ゐ
る
か
ら

で
あ
る
9

三
、
公

正
な

る
取
引

(閑
鼠

昌
8
ω
凶暑
超
同ξ
)
で
あ
る
。
我

々
は
格
付
を
公

正
に
取
扱

ふ
こ
と
も
、
不

正
に
取
扱

ふ
こ
と
も
出
來

る
。
取

引
業
者

及
び
生
産
者

の
信
用
を
得
る
た
め

に
は
、
格
付

の
公

正
な
る
取
扱

ひ
が
必
要

で
あ
る
。
例

へ
ば
、
あ
る
農
産
物

の

委
託

販
費

に
於

て
紛
議
が
起

つ
た
こ
と

が
あ

つ
た

が
、
そ

の
原
因

は
公
正
な

る
格
付

が
行

は
れ
な

か

つ
た

、
め

で
あ

る
。



以
上
蓮

べ
た
物
理
的
並

に
取
引
上

の
諸
條
件

に
適
合

す
る
商
口
叩
に
の
み
標
準

化
が
有
効
に
行

は
れ

る

の
で
あ
る
。
特

に
、
品
質

・に
於

て
耐

久
性

、
均

一
性
が
あ
り
、
・
季
節

的
不
同
性
な
く

,
取

61
上

に
は
需
要

が
均

一
で
あ
り
、
取
引
数

量

の
大
な

る
ζ
と
が
商

晶

標
準
、化

に
と
つ
て
必
要
條
件

で
あ
る
。

,

'
然

ら
ば
、
.斯
く

の
如
邊
商
品
標
準
化
を

可
能
な

ら
し
め
る
諸
條

件
を
具
備
す
る

の
は
具
艦
的

に
如
何
な
る
種
類

の
商
品

で
あ
る

か
。
商
晶

は
、
色

々
の
見

地
か
ら

(
商

品

の
物
理
的
性

質

・
生
産

過
程

、
浩
費
並

に
配
給

過
穐

)
分
類

せ
ら
れ

る
が
、

こ

曳
費
は

浩
費

並

に
配
給
過
程

か
ら
分
類

し
て
、
そ

の
申
で
如
何
な
る
種
類

の
商
品
が
標
準

化
さ
れ

て
ゐ
る
か
を
見

て
行
か
う
。

コ
ー
プ
ラ

　

　お

ン
ド

教

授

に

よ

つ

て

、

商

口
㎜
が
購

買

さ

れ

る

動

機

(ヨ
O
讐
く
O
い
)
を

基

礎

と

し

て
、

主

と

し

て
慈

情

的

動

機

が

ら

購

買

さ

れ

個

人

的

漕

費

に
充

當

さ

れ

る

消

費

ロ
馴

(8

昌
ω
鐸
ヨ
自
。・.
σq
。
&

ω)
と

、
'
合

理

的

動

機

か

ら

購

買

さ

れ

他

の
商

品

の
生

産

に

充

用

さ

れ

る

産

業

用

晶

.
(ぎ
9

弩

竃

σq
8

駐
)
乏

に

別

ち

、

こ

れ

を

亦

次

の
如

く

に
細

分

す

る

。

.一
、

産

'業

用

品

(ぎ
ら
島

鼠

匙

σq
o
且

。。)

、
L

設

置

品

含
蕊
鼠
目
緯
凶8
)

、

イ
、
設

備

(。
心
諏
骨
昌
】。
旨
け)

a

、
附

薦
設
備

品

勺
。。
。
の8
肖鴇

。ρ
q
首
言
窪
ρ

'
3

浩

耗

品

(。
℃
。
憂

凶轟

駒・な

且
団。
。・)

、

口
、
牟

製

品

(器
ヨ
一ー
ヨ
四髪

貯
9
震
o
畠
箕
o
曾
9
ψ)

ハ
、
原

料

品

(冨
毛

§
㌶
巴

巴
。・)

二

、
,
浩

費

品

(8

諺

琶

。
議

.
σq
。
&

ω
)

.

商
ロm
標
準
化
の
獲
展
と
配
給
組
織

(
服
部
)

幅
四
九

2)谷 口 吉 彦 、前 掲 書 、100頁 。

3)Copeland,Pr三ncipleofMerchandising,p.17.



一
五
〇

六

.イ
、
最

寄

品

停
g
く9
博魯
8

σq
8
童

口
溺
買

廻

品

(。。ゲ
o
℃℃
ぽ
σq
鴨
。自
。・)

ハ
、
特

殊

品

(名
①oΣ
受

σ⇔
8
留
)

先

づ
、
産
業

用
品
申

で
標
準
化

さ
れ
得
る
商
品
を
吟

味
し

て
見
よ
う
。
設
置

品
は
、
機

械

の
主
艦
を
構
成
す
る
部
分

で
、
通
常

需

要
者

は
自

己
の
種

々
の
要
求

に
適
す

る
様

に
特
別

に
製
作

さ
せ
る
も

の
で
あ

る
か
ら
標
準

化
さ
れ
得

べ
き
も

の
で
は
な

い
。
然

る

に
、

そ
の
他

の
産
業

用
品
の
多
く
は
、
附
屡
設
備
た

る
ベ

ル
ト
、

タ
イ

ム
ク

ロ
ッ
ク
に
し
ろ
、
消
費
晶
た
る
機
械
油

、
タ

イ
プ

ラ
イ

ク
ー
リ
ボ

ン
に
し
ろ
、
叉
は
牟
製

品
た
る
鐵
棒

.
化
學
藥
品
、
鞍
革
等

に
し

ろ
全

て
が

工
業

生
産
物

で
あ

つ
て
標
準
化
さ
れ

得

る
物

理
的
並

に
取
引
上

の
性
質
を
有
す
る
。

叉
、
原
料
品
は
農
産
物
を
始

め
鑛
産

、
水
産

、
林
産

等
の
原
始
生
産
物

が
大
部
分

を

占
め
、
品
質

は
耐
久
、
均

一
で
あ
ρ
、
大
量
、
均

一
の
需
要
を
有
す

る
か
ら
之

れ
亦
商

品
標
準
化
は
可
能

で
あ
る
ば
か
り

で
な

ぐ
是
非

必
要

で
あ

る
。
そ

こ
で
、
産
業

用
品
申
で
は
設
置
品
を
除
く
他

の
全
部

の
商
品
が
標
準
化

さ
れ
得
る
。

次

に
消
費
品

に
就

い
て
見

る
と
、
最
寄

品
は
常

に
反
復
し

て
、
欲
望

の
起

る
時
直
ち
に
、
最

も
便
利
な
店

で
購
買

さ
れ
る
性
質

の

一
般

日
用
品
が
多

い
か
ら
、
、多
く
は
品
質

が
、
耐
久
、
均

一
で
あ
り
、
需
要
も
全
腿

と
し

て
は
大
量

、
均

一
で
あ

つ
て
標
準

化

さ
れ
う

る
。
.然
る
に
買
廻

品
は
欲
望

の
起

つ
た
時

に
必

ら
す

し
も
直
ち

に
購
買

さ
れ
す
、
多
種
類

の
商
品
中
か
ら
欲
望

に
適
す
る

も

の
を
撰

揮
購
買

せ
ら
れ

る
商
品
で
、
流
行
品
、
季
節

品
等
を
含

む
。
從

つ
て
、
品
質

に
耐
久
性
は
あ
る
が
、
購
買
者

の
個
人
的

欲
望
を

反
映
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
か
ら
、
商

品
は
多
種
類

で
あ
る
こ
と
を
要

し
、
均

一
に

す

る
こ
と
は
出
來
な

い
。
特

に
、
特

殊
品

に

/



ラ

於

て
は
購
買
者

は
均

一
な

る
商
晶
を
欲

せ
す

、
特
殊
な
る
嗜
好
品
を
所
有
す

る
こ
と

に
よ
つ
て
、
個
人
的
趣
向
を

示
さ
う

ど
す
る
。

「
從

つ
て
、
買
廻
品
、
特

殊
品

の
如
く
非
常

に
氣
ま
ぐ
れ
や
流
行

の
性
質
を
有
す
る
商
品
は
、
標
準
化

の
便

釜
を
受
け
得
な

い
例

の

外

品

に

屡
す
る
。
」

と

パ

イ
ル
も

云
つ
て
ゐ
る
。
從

つ
て
、
商
品
そ

の
も

の
、
物
理
的
並

に
取
引
上

の
性
質

か
ら
見

て
、
標
準

化

さ
れ
得
る
、
叉
現

に
さ
れ

て
ゐ
る
商

品
は
、
産
業

用
品
申
設
置

品
を
除
く
全

て
の
商

品
1
ー
附
属
設
備
品
、
孚
製
品
、
原

料
品
、

漕
耗
品
1
ー

が
あ
り
、
消
費
晶
申
最

寄
品
が
あ

る
こ
と

に
な
る
。

五

、
商

品

標

準

化

の

配

給

組

織

に
及

ぼ

す

影

響

然

ら
ば
、
か

、
る
商

品
標
準

化

の
傾
向
は
配
給
組
織

に
如
何
な
る
影
響
を
與

へ
る

で
あ
ら
う
か
つ

一
般

に
、
商

品
標
準
化

は
配

給
組
織

の
獲
展
を
促
す
と
言
は
れ

る
が
、
如
何
な

る
過
程
を
経

て
配
給
組
織
を
嚢
展
せ
し
め
る
の
か
。
筆
者

は
商

品
標
準
化
は
、

第

一
に
配
給

過
程
を
軍
純
化
し

、從

つ
て
、第

二
に
配
給
費

用
を
減
少

せ
し
め
、
第

三

に
直
接

に
生
産
者

と
消
費
者

と
を
結
合

せ
し

め
る
こ
と
に
よ

つ
て
配
給
組
織
を
嚢
展

せ
し
む
る
も

の
と
考

へ
る

の
で
あ
る
。

以
下
此

の
三
瓢
に
就

い
て
詳
述
す

る
で
あ
ら
う
。

,
一
、

配
給
過
程

の
軍
純
化

先
づ
、
商
品
標
準
化
が
進
む

に
つ
れ

て
、
費
買
方
法

の
上

に
1
特

に
卸
費
商
業

上
-

非
常
な
る
攣
化

が
生
す

る
こ
と
を
注
意

せ

ね
ば
な
ら
な

い
。
第

一
に
、
商

品
標
準
化

の
最

も
低

い
商

品
又
は
時
代

に
あ

つ
て
は
、
費

買

の
行

は
れ

る
場
合

に

一
々
費
買

の
目

的

物
を
精
密

に
検
分

ル
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
即

ち
こ

、
で
は
所
謂
現
物
費
買

(00
薗
一〇
一昌
ゲ
鐸
一胃
)
の
費
買
方
法

が
行
は
れ
る
。
例

へ

商
晶
標
準
化
の
獲
展
と
配
給
組
織

(
服
部
)

一
五

一

4)Pyle,MarketingIPrinciples,P.532.

5)Ibid.



一
五

二

へ

わ

一憾

、
米

の
費

買

に
就

い
て
見
れ
憾
、
商

品
と
し
て

の
米
め
標

準
化

の
進
ま
な

か
り
た
時
代

に
は
小
費
商

入
が
正
米
商
人
か
ら
玄
米

を

仕
入
れ
る

に
當

つ
て
は
、

一
々
そ

の
米

の
現
物
に

つ
い
て
鐵
槍

し
、
互

ひ
に
協
議
め

上
費

買
債
格
を
決

め

ね
ば
な

ら
な
か

つ
た
℃

第

二

に
、
商

品
が
或

程
度

に
標
準
・化
さ
れ

て
來

る
と
、
そ

の
商

品

の

一
部
分
だ
け
を
検
分
し

て
発
艦

の
商
品

の
性
質

を
知

り
う

る
か
ら
、
こ

、
で
謂
は
ゆ
る
見
本
費

買

(。。
誉

ξ

。・
9ヨ
警

)
が
行
は
れ

る
。
見
本
費
買

の
行

は
れ

得
る
た
め

に
は
、
商
品

の

一
部
分

を
槍
分
す
る

こ
と
に
よ

つ
て
、
全
部

の
品
質

・
等
級
を
知
り
う

る
程
度

に
、
そ
め
商
品

の
標
準
化
の
行
は
る

義
こ
と
を
要
す

る
コ

例

へ
ば

・
從
來

伽
米

の
卸
費
組
織

は
、
大
艦

こ
れ

に
属

し
、

一
定

の
場
所

に
見
本
を
持
ち
寄

つ
て
費
買
す
る

正
米
市
場
を
中

心
志

す

る
配
給
組

織
、
叉

は
小
費
店

の
店

頭

に
見
本
を

持
ち
廻

つ
て
、
註

文
を
と
り
歩
く
店
頭
費
買

で
あ

る
。

最
後

に
n
商

品

の
標
準
化

が
更

ら
に
進
む

と
、
も
早

一
々
現
物
を
検
分

す
る
必
要

も
な
く
な
り
、
ま
た

一
部
分

の
見
本

さ

へ
竜

見

る
を
必
要
と
せ
す

、
唯
そ

の
商

品

の
銘
柄

・
等
級
を

呼

ぶ
の
み
で
、
直

ち
に
そ

の
商

晶

の
品
質
と
債
格

と
を

知

ゆ

得

る

に

至

る
。

こ

玉
に
於

て
所
謂
銘
柄
費

買

(。。
幕

ξ

住
8
。
昔

ま

昌
)
が
行

ば
れ

る
。
之
を

米

に
就

い
て
貼

て
も
、
最
近
各
府
縣

の
米
穀
検

査

は
競

つ
て
嚴

重
と
な
り
、
米

の
標
準
化

の
著

し
く
進

ん
だ
結
果
、
今

日

で
は
最
早
多
く
は
玄
米

の
見
本
を
見

る
こ
と
な
く
、
た

む

と

讐
何
縣
何
等

米
と
云
ふ
銘
柄

を
呼

ぶ
の
み

で
費
買

さ
れ
う

る
に
至

つ
て
ゐ
る
。

二
、
配
給
費

用

の
減
少

、

・

v

商
品

の
配
給

過
程
が
、
商

品
標
準
化

の
進
行

に
よ

つ
て
軍
純

化
さ
れ
る
結
果
と
し

て
配
給
費
用

が
減

少
す
る

の
で
あ

る
が
、
何

ラ

リ故

に
謡
如
何
な

る
費
用

が
減
少
す
る

の
で
あ
る
か
。
此

の
理
由

と
し

て
學
げ

ら
れ

る
も

の
は
、

一
経
螢
危
瞼

の
減

少

(巴

8
器
三
轟

(
.

瑞贈論綴醗畿
:
鯉

阯

O

の
の



　

　

驚

H
7
犀
)
由
.
二
商
取
引
金
融
利
便

の
増
進

(§

言
6
器
器
o,ぎ

昏
b
o霧
o
亀

津
§

昌
oぎ
㈹
=
島
。
昌
。
o
$
旨
藁

窪
9
霧
碧
識
o
旨
)、
三
蓮
逡
費

く

く

ラ

の

用

の
減
少

(斜
器
臼
鼠
o
ロ
旨

貫
彗
移
。
円け葺

o
口
8
鴛
)
、
四
保
管
費

用

の
減
少

(9
誘
9

9
ざ
昌
ぎ

。・8
岩
σq
。
08
琶

等
で
あ

る
。

以

(

下

こ
れ

に
就

い
て
述

べ
よ
う

。

一
、
輕
螢

危
瞼

の
減
少

…
…
標
準
化
さ
れ
た
商

品
は
、
標
準
化
さ
れ

な

い
商

品
よ
り
大
な

る
市
場

を
有

し

て
ゐ
る
。
而
し

て
、

標

準
化
商

晶
は
、
各
品
種

叉
は
等
級

ご
と

に
市
場

一
般

に
通
用
す
る
確

定
し
た
相

場

が
建

て
ら
れ
る
。
從

つ
て
、
か

玉
る
商
品

の

所
有
者

は
常

に
容
易

に
買

手
を
見
付

る
こ
と
が
出
來

、
且
叉
前
以

つ
て
如
何
程

の
債
格

で
販
費
す
る

こ
と
が
出
來

る
か
を
豫
想
す

る

こ
と
が
田

る
。
そ
れ
故

に
、
買
手

も
亦
標
準

化
商
品

に
は
、
標
準
化

さ
れ
な

い
商
品
よ
り
も
よ
り
多
く
支
彿

ふ
こ
と
に
な

る
。

特

に
、
標
準
化
商

品
が
商
品
取
引
所

に
於
て
取
引

せ
ら
れ

て
ゐ
る
場
合

に
於

て
は
、
先
物
相
場
が
建

て
ら
れ

て
ゐ
る
か
ら
、
掛
繋

の

げ

(ゲ
巴
㈹
ぎ
①Q)

に
よ

つ
て
商

品
債
格
攣
動

の
危
瞼
全
部
を

取
引
所

に
移
す

こ
と
が
出
來

る
。

二
、
商

取
引
金
融
利
便

の
増
進
…

…
標
準

化
商

品
は
そ

の
品
質
並

に
債
格
が
公

定
さ
れ

て
ゐ
る
か
ら
↓
か

玉
る
商
品
所
有
者
が

そ

の
商

品
澹
保

で
金

を
借
り

よ
う
と
す
れ
ば

、
そ
れ
を

倉
庫

に
寄
託
し
、
倉
庫
誰
券

に
よ

つ
て
銀
行

か
ら

借
り
る
こ
と

が
出
來
る
。

銀
行

は

こ
の
場
合
捲
保

商
品

の
便
格
を
知
り
得

る
か
ら
、
低
金

利

で
澹
保
品
債
額
全

額
さ

へ
も
貸
田
す

こ
と
が
屡

々
あ
る
。
從

つ

て
標
準
化
商
晶
所
有
者

は
、
商
品

の
値
上
め

ま

で
そ

の
商
品
を
持
ち
こ
た

へ
る

こ
と
が
出
來

る
。
最

近

で
は
米
國

に
於

て
、
多
く

め

産
業
組
合

が
組
合
員

の
標
準
化
農

産
品

の
大
部
分

を
貯
藏

し
、
'
一
定
量
つ

つ
を
市

場

に
供
給
し

て
債
格

下
落
防
止

に
努
め

て
ゐ

のる
。
又
、
標
準
化
商

品
憺
保

の
資
金

融
通
方
法
は
、
蓮
邊

申

の
貨
物

に
於

て
も
行
は
れ
る
。

「

商
品
標
準
化
の
褒
展
と
配
給
組
織

(
服
部
)

】
誰
三

4)Converse,oP.c量t.,P.13L

5)Ibid.



一
五
四

一
.三
、
蓮
逡
費
用

の
減

少
…
…
商

晶
が
特

定
標
準

に
よ

つ
で
格
付

さ
れ
る
場
合

に
、
格
外

に
落
さ
れ
た
品
質

の
悪

い
商

品
は
、
標

準

品

の
需
要

せ
ら
れ
る
市
場

へ
標
準
品
と

一
緒

に
運
途
さ
れ
な
く

て
す
む
か
ら
、
そ
れ

だ
け
蓮
逡
費

用

の
節
約

に
な
む

。
特

に
、

農
産
物

に
於

い
て
そ
う

で
あ
る
。
而
し

て
、
こ

の
場
合

に
於

て
は
そ
の
格
付

が
農
場

叉
は
地
方

の
積

出
し
騨

に
於

て
行

は
れ
る
ζ

と

が
必

要
で
あ
る
。
例

へ
ば
海
農

村
か
ら
馬
鈴
薯

を
出
荷
す

る
場
合

に
、
普
通
馬
鈴

薯
を
撰
別
し

て
、
は
ね
も

の
は
家
畜

の
飼

料

と
し

、
標
準
物

の
み
を
出
荷
す
る
。
而

し
て
、
生
産
者

に
と

つ
て
は
標
準
物
を
販
費

し

て
得

る
牧
入
は
、
撰
別

ぜ
す

に
販
費
し
た

め

牧
入
よ
り
も
多

い
。
又
、
運
逡

の
場
合

に
於

て
も
、
標
準
商
品
は
た

と

へ
所
有
主

が
異

つ
て
も
、
纏

め
て
大

ロ
貨

物

(B
Nげ
巴

一9
¢)

と
す

る
こ
と̀
が
出
來

で
、
運
逡
費

を
節
約
す
る

こ
と
が
出
來

る
。
例

へ
ば

,
各

生
産
者

の
ク
リ
ー

ム
が
格
付

さ
れ

て
ゐ
る
場
合

に

の

は
、
各
等
級
別

に
商

晶
を
混
合
し

て
大

ロ
に
し

て
運
逡

す
る
こ
と
が
出
來

る
。

四
、
保
管
費

用

の
減

少
…
…
特

に
農
産
物

に
於

て
言
は
れ

る
こ
と
で
あ

る
が
、
格
付

の
結

果
格
外
品

と
な

つ
た
も

の
を
貯
藏

す

る
費
用
を
節

約
す
る
こ
と
が
出
來
る
ば
か
り

で
な
く
、
米
國

に
於
け
る
穀
物
保
管

設
備

(
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
)

の
如

き
場
合

に
於

て

は

。
標
準
農
産
品
は
、
所
有
者

の
別
な
く

、
各

等
級

ご
と

に
混
合
保
管

が
可
能

と
な

つ
て
、
保
管
費
用
を
之

に
よ

つ
て
著
し
く
節

ゆ

減

す
る

こ
と
が
出
來

る
。

三
、
生
産
者

と
沿
…費
者

と
の
結
合

-
商

品
標
準
化

の
結
果

と
し

て
、
生
産
者

と
消
費
者
が
結
合
す

る
こ
と
は
、
前
述
し
た
産
業
用
品
と
浩
費
品

と
の
配
給
組
織

に
於

で
著
し
く
異
り

、
前
者

に
於

て
は
殆
ん
ど
か

玉
る
事
實

は
認

め
ら
れ
な

い
。
而

し
て
、
此
れ
は
專

ら
消
費
品

(
そ

の
内

で
も
特

に

6)

7)
8)

9)

Il)id.

河 原 茂 太 郎 課 、市 揚 組 織 論 、530頁o

Converse,ibid.

河 原 茂 太 郎 繹 、 同上 、529頁o



最
寄

品
)

の
配
給

組
織

に
の
み
著
し
く
現
は
れ
て
ゐ
る
。

然

ら
ば

、
何
故

に
産
業
用
品

の
配
給
組
織

に
は
殆

ん
ど

か

」
る
事
實

が
認

め
ら
れ
な

い
の
か
。
元
來
、
産
業

用
品
は
、
こ
れ
を

用

ひ
て
他

の
商
品
を
生
産

せ
ね
ば
な
ら
な

い
商

品
で
あ
る
か
ら
、
生
産

さ
れ
た
商

品
が
特

定
の
性
質
を
具
有
す
る

た
め

に
は
不
可

訣

の
原
料
叉
は
生
産
手
段
が
主

で
あ

る
。
從

つ
て
、
産
業

用
品
の
購
買
は
全
く
合

理
的
な
計
算

の
上

で
行

は
れ
る
。
だ
か
ら
、
産

業

用

品
の
生
産
者

が
自

己

の
標
準
化
商

晶

に
就

い
て
如
何

に
力
を
鑑

し

て
販
費

の
直
接
渤
誘
を
行

つ
て
も
、
生
産

上
不
適
合

と
認

め
ら
れ
る
と
購
買

さ
れ
な

い
。
反
之
、

も
し
も
そ

の
商

晶
が
無
け
れ
ば
生
産

に
支
障
を
來

た
す
様
な
商
品
で
あ
る
な
ら
ば
、
商
品

の
需

要
者

は
自

ら
進

ん
で
そ

の
商
品

の
獲

得

に
努

め
る

の
で
あ

る
。
例

へ
ば
、

ビ
ー

ト
.糖

の
生
産
者

が
、
生
産

に
必
要
な
る
原
料

ビ
ー
ト

の

一
定
激
量

の
供
給
を

ビ
ー

ト
耕
作

の
農

民

と
前
以

つ
て
契
約
し

て
、
そ

の
供
給
を
獲
保
す

る
が
如
き
場
合

で
あ
る
。

け

れ

ど
も
、
産
業
用
晶
申

で
も
附
薦
設
備
品
叉
は
清
耗
品

の
如
き
も

の
は
、
普
通

そ
れ
ら
標
準
品
生
産
者

の
直

接
出

張

の
販
費
勧
誘

に
ょ

つ
て
行
は
れ
る
が
、
大
量

に
取
引
さ
れ

る
原
料
品
、
孚
製

品
等
は
需

要
者

は
生
産
者

と
直
接
契
約

を
結

ぶ
こ
と
が
多

い
。

も

し
、
か

瓦
る
爾
者
聞

に
直
接
關
係
な
く

、
仲
介
人
を
會
し

て
取
引
を
行

つ
て
ゐ
た
場
合

に
、
商

品
標
準
化

の
結
果
仲
介
人
が
排
除

さ
れ
た

と
し

て
も

、
産
業
用

品
需
要
者

は

一
般
浩
費
者

に
比

べ
そ

の
激

が
少
く
、
從

つ
て
仲
介
人
も
亦
限
ら
れ
た
部
面

の
小
数

の

商
入

で
あ

る
か
ら
全
饅

の
配
給
組
織

に
及
ぼ
す
影
響
は
僅

少

で
あ

る
。

反
之

、
浩
費
品

に
あ

り
て
は
、
商
品
標
準

化
は
生
産
者

と
消
費
者

と
を
結
合

せ
し
む
る
傾
向

が
著
し
く
現
は
れ
る
。
浩
費
品
中

標

準
化

の
行

は
れ
る

の
は
最
寄

品

で
あ

る
が
、
品
質

の
均
齊
並

に
債
格

一
定

の
標
準
化
最
寄
品
生
産
者
は
、
他

の
商
品

に
先
ん
じ

商
品
標
準
化
の
襲
展
と
配
給
組
織

(
服
部
)

一
五
五
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五
六

で
自
己
の
商
品
の
購
買
を
な
す
様
に
消
費
者
に
渤
誘
す
る
。
こ
の
場
合
自
己
商
品
を
他
の
商
晶
か
ら
匠
別
し
、
併
ぜ
て

一
定
晶
質

を
保
誰
す
る
た
め
に
商
標
(冨
彗
儀)
を
付
け
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
自
己
の
商
標
を
深
く
浩
費
者
の
記
憶
に
植
付
け
ん
と
す
る
た
め

応
生
産
者
は
仲
介
商
人
の
助
け
を
待
た
ず
に
直
接
消
費
者
に
働
ら
き
か
け
る
。
現
今
は
通
信
交
通
機
關
が
非
常
に
襲
達
し
て
ゐ
る

山

か
ら
、

生
産
者

は
こ
れ
を
利
用
し

て
直
接
消
費
者

に
自
己

の
商
標
を
薦

め
る
こ
と
が
出
來

る
。
即
ち
、
生
産
者

の
商
品
廣
告

が
蝕

に
生
れ
る

の
で
あ
る
。
生
産
者
は

一
方

に
、
標
準
化

し
た
商

品
に
生
産
を
集
申
し

て
、
生
産
費

の
低

下
を
計

る
と
共

に
、
他
方
之
を

廣

く
全
國

的

に

§
け幽。
塁
一
ぴ
旨
巳

を
付

け

て
販
費

し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
そ

こ
で
、
全
國
的
沿
費
者

へ
こ
の

ロ
鑑

。
§
;

壁
巳

を

宣
傳
す

べ
く
生
れ
た

の
が
生
産
者

の
商
品
廣

告
に
外
な

ら
な

い
。
從

つ
て
、
商

品
標
準

化
と
廣
.告
ー
レ

特

に
商
品
廣
告
ー

と
は

深

い
因
果
關
係
を
持

つ
の
で
あ

る
。

ヴ

ェ
ー

ル
も

「
廣
告
-

読

明

の
方
法

に
よ
る
販
費

の

一
形
式

た

る
ー
ー

の
効
果

の
大
部
分

恥

は
商
品

の
標
準
化
如
何

に
係

る

の
で
あ

る
。
」
と
云

つ
て
ゐ
る
。
又
、
商
品
廣
告
の
近
代

の
嚢
達

の
跡

を
振
り

か

へ
つ
て
も
こ
の
事

は
明
か

で
あ
る
。
キ
ラ
フ
は
日
ぶ
、
「
大
量
販
費

の
手
段

と
し

て
の
廣
告

は
、
十
九

世
紀

と
二
十
世
紀

の
創
造
物

で
あ

る
。
而
し

て
、

鋤

そ

の
大
な
る
生
長
は
十
九
世
紀

の
後
牛

よ
り
始

ま
る
も

の
で
あ

る
。
」
と
。
而

し
て
、
生
産
者

が
商
品
廣
告
を
通
じ

て
自

己

の
商
標

を

消
費
者

へ
直
接
販
費

せ
ん
と
す

る
努
力
が
如
何

に
多
犬

で
あ
る
か
は
、

彼
等

の
用

ひ
る
廣
告
費

の
莫
大
な

る
額

に
よ

つ
て
も
知

一り
得
ら
れ
る
。
米
國

に
於

て
最

も
大

な
る
個
人

の
廣
告
者

は
、
第

一
が
ヂ

エ
ネ

ラ
ル
モ
ー
タ
ー

(O
窪
興
鑑

竃
。
8
誘

O
o
ヨ
噂
9
麸
)

で
最
近
激

ヶ
年
間
年

平
均

の
廣
告
料

は
實

に
三
百
萬
弗

を
越

え
で

ゐ
る
。
次

い
で

プ

ロ
ク

ク
ギ

・
ア

ン
ド

・
ガ

ム
ブ

ル
會
肚
、
し

鞠

ゼ

ネ
ラ
ル

・
フ
ッ
ブ
會
就

で
あ
る
。

我
國

に
於

て
も
薪
聞
廣
告

の
み
に
よ
る
と
、
藥
…品
並

に
化
粧
品
生
産
者

の
廣
告
が
毎
年
最

も

Ii)

12)
13)

14)

佐 々木 吉 耶 、廣 告経 濟 論 塗 照o

河 原 茂 太 郎 謬 、 前 掲書 、527頁 。

KiiIough,oP.cit,,P.148.

萬年 温編 、廣 告 年 鑑1:S,ろo



ゆ

多
く
行
は
れ

て
ゐ
る
。

6

然

ら
ば
、
他

面
標
準
化
最
寄

品

の
生
産
者

廣
告
を
果
し

て
漕
費
者
は
受
容
れ

て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
。
普
通
最

寄
晶

の
購
買

に
あ

た
る
家
庭

の
主
婦

の
購
買
態
度

、
及

び
そ

の
立
場

を
考

へ
て
見

よ
う
。
主
婦

が
最
寄

晶
購
買

に
あ
た

つ
て
、
彼
女

が
購
買

せ
ね
ば

な

ら
な

い
商
品
全
部

に
わ
た

つ
て
そ
の
品
質
を
判
断

す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
購
買

す

べ
き
商
品

が
飴

り

に
多
す

ぎ
る
か
ら
。
即
ち

一
例
を
示
し

て
も
、
肉

類
、
野
菓

、
バ
タ
ー
、

カ
ー

テ

ン
、
石

鹸
、
藥
品
、
歯
磨

、

ミ
ル
ク
等

々
の
多
数

に
上

る
。
尚

、
彼
女
が
そ
れ

ら
商
晶
全
部
を
判
噺
す
る
能
力
が
あ

つ
た

に
し
て
も
、

一
々
十
分

に
検
分
す

る
だ
げ

の
時
間

が
な
い
。
商

覇

品

に
よ

つ
て
は
、
化
學
的
試

験
を
行
は
な
け
れ
ば

、
判
断
し
難

い
も

の
さ

へ
多

い
か
ら
で
あ
る
。
即

ち
、
清
費
品

に
於

て
は
、
産

業

用
品

と
異

り
、
そ

の
購
買

は
合

理
的
動
機

に
よ

つ
て
行
は
れ
難
く
、
從

つ
て
、
感
情
的
動
機

に
ょ
り
多
く
支
配
さ
れ

る
こ
乏
に

な

る
。

鼓

に
於

て
、
生
産
者

の
商
標
付

の
標
準

品

の
購
買
は
或

る
程
度

ま
で
そ
れ

ら
の
鼠
黙
を
補

ふ
の
で
あ
る
。
生
産
者

の
商
標

付

の
商
品
を
購
買
す
る
と
、
の
購
買

の
際
既

に
そ

の
商
品

の
品
質

・
内
容

を
知

つ
て
み

る
こ
と
が
出
來

、

褐
從

つ
て
、
粗
悪
な
商

ぐ

(

勒

　

品
を
よ

い
品

と
し

て
・商
人
か
ら
費
付

け
ら
れ
る
危
瞼

が
な
く
、

ハ
そ

の
標
準
品

に
な
れ

て
し
ま
う
と
途

に
は
そ

の
品

が
買
易
く
な

(

る

等

々
の
利

釜
が
あ

る
。

一
消
費
者

が
生
産
者

の
商
標
付

商
品
を
、
か

、
る
態
度

で
購
買
す
る
か
ち

、
生
産
者

の
商
晶
廣
告

は
多
く

の
効
果
を
學
げ
得

る
ζ

と
に
な
る
。

そ

の
結

果
と
し
て
生
産
者

と
浩
費
者

と
は
商
品
を
通
し

て
直
接
結
ば
れ
る

こ
と
に
な

る
ゆ
然

ら
ば
、
か

玉
る
傾
向

が

釜

々
嚢
展
す

る
に
於

て
は
滑
費

晶

の
配
給
組
織

は
如
何
な

る
影
響
を
受

け
る
も

の
で
あ
る
。
特

に
、
浩
費
者

と
直
接
相
接
す
る
小

商
品
標
準
化
の
嚢
展
と
配
給
組
織

(
服
部
)

一
五
七

15)Converse,oP.cit.,P.夏34.

16)Ibid.
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費

商
部
面

に
於

て
は
如
何

で
あ

る
か
。

最
寄

贔

の
販
費
を
行

ふ
猫
立
小
費

商

の
特
質
は
、
浩
費
者

と
相
接

し
、
欲
求
す

る
商
品
、
便
絡
、
時
期
等
を
個

々
の
浩
費
者

に

就

い
て
良
く
承
知
し

て
、
そ

の
欲
求

に
合
す

る
こ
と
に
努
め
、
他
方
叉
、
商
品

に
關
す

る
報
動
を
與

へ
、
購
買
を
補

助
し
並
せ
て

種

々
の
サ
ー

ビ

ス
を
行

つ
て
、
競
争
者

に
優

先
し

て
自
己

の
店

に
愛
顧

(弓
麟
け械O
昌
僧
σq
O)
を
感

ぜ
し
め

る
こ
と

に
あ

つ
た
。
然

る
に
、

生
産
者

の
廣

告
を
通

し
て
消
費
者

は
自
己

の
欲
す

る
商
晶
を
既

に
知

り

、
購
買
を
決
定
し

て
し
ま

ふ
な
ら
ば
、
消
費
者

は
第

一
に

そ

の
商

品

の
あ

る
店
を
求
あ
る

の
で
あ

つ
て
、
そ

の
商
品

の
見
出

せ
な

い
店

な
ら
ば
從
來

の
愛
顧

を
も
捨

て

る

に

至

る

の

で

あ

る
。
從

つ
て
、
小
費
商
は
、
自

己
の
店

に
は
か

」
る
全
國

的
の
有
名
商
標

品
は
全
部
取
揃

ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
斯
く

の
如
く
し

て
、
浩
費
者

を
敏
育
し
、
購
買
を
指
導
し
た
小
費

商

の
職
能
は
失

は
れ

て
、
小
費
商
は
生
産
者

と
浩
費
者

と

の
間

に
立

つ
て
、
生

産

者
商
標
晶
を
取
次
ぐ

、
軍
な

る
取
次
業
者

と
化
す
る
。
現

に
、、
連
鎖
店

が
從
來

の
小
費
商

を
墜
迫

し
て
、
そ
れ

に
か
わ

つ
て
嚢

展

し

て
來

た
事
は

か

曳
る
傾
向

の

一
つ
の
現
は
れ

で
あ

る
。
な

ぜ
な

ら
、
蓮
鎖
店

の
嚢
展

の
根
底

に
は
、
↓
標
準
化
商
品

の
増
加

(

と
、
二
浩
費
者

の
経
濟
観
念
の
攣
化
-

自
己
自
身
の
サ
ー
ビ
次
を
行
つ
て
も
債
格

の
低
廉
を
欲
す

る
ー

と
が
あ
る
の
で
あ

る
。
即
ち

、
標
準
化
商

品
な
か
り

せ
ば
蓮
鎖
店

の
嚢
展
は
あ

り
得
な

い
の
で
あ
る
。
斯
く

の
如
く

に
し

て
、
溝
費

品
申
標
準
化
商

品

の
襲
展
は
、
從
來

の
小
費
商

の
働

ら
き
を
失
は
し
め
、
軍

な
る
商

品
取
女
業

者

と
な
ら
し
め

つ
玉
あ
る
と
同
時

に
、
そ

の
新
経

濟
歌

勢

に
適
合

し
た
配
給
機
關
と
し

て
蓮
鎖
店
穫
達

の

一
部

の
基
礎

を
提

供
し
た
も

の
と
言

へ
る
。
從

つ
て
、
消
費
品

の
標
準
化

傾

向

の
襲
展

は
、
消
費
品
配
給
組
織

に
與

へ
る
影
響

が
甚

大

で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な

ら
な

い
。



結

び

以
上
商

品
標
準

化

の
配
給
組
織

に
與

へ
る
効
果

及
び
そ

の
影
響
を
述

べ
た

が
、
そ

の
反
面
に
は
標
準
化
蓮
動

の
配
給
組
織
、
特

に
浩
費
者

と

の
關
係

に
於

て
生
じ
た
弊
害
を
考

へ
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。

か

Σ
る
、
弊

害
が
專
ら
消
費
者

と
の
關
係

に
於

て
生
す

る

の
は
、
浩
費
者

の
浩
費

品
購
買

の
動
機

が
感
情

的
動
機

で
あ

つ
て
、
生
産
者

の
場
合

の
如
く

商
品

の
品
質

・
内
容

を
精
密

に
桧

査

の
上
購
買
を
行

ふ
合

理
的
動
機

の
訣
除

に
基
く
。
而
し

て
、
此

の
事
實

は
浩
費
品

の
購
買
に
は
或

る
程
度
ま

で
冤
が
れ
得
ざ
る

特
質

で
あ

ら
う
。

弊
害

の

一
つ
は
、
欧

洲
大
載
後
急
激

に
嚢
展

し
た
標
準
化
蓮
動

の
結
果
、
個
人
商
會

、
同
業
組
合
、
技

術
協
會

、
全
國
標
準
軍

あ

團
禮

、
政
府

郡
ー
州
、
.市

、
聯
邦
-

等

の
各
團
艦

の
努

力

の
重
復
、
標
準

の
莫
大
な
増
加
、
並

に
同

一
品
叉
は
内
容
同

一
品

に

め

封

す
る
標
準

の
混
灘

で
あ

る
。
特

に
、
工
業
製
晶

の
生
産
者
商

標
付
商
品

の
激
増

で
あ
る
。
此

の
種

類

の
商

品
で
溝
費
者

に
販
費

せ
ら
る

玉
も

の
は
、
前
述

の
如
く
生
産
者
廣
告

に
よ

つ
て
廣
く
直

接

に
溝
費
者

に
販
費
勧
誘
が
行

は
れ
る
。
「
こ
の
場
合

、
生
産
者

め

は
果
し

て
標
準
商
品
を
生
産
す
る

で
あ
ら
う
か
?
。
」
コ
ン
ヴ
ァ
ー

ス
は
自

ら
問
を
設

け
、
更
ら

に
之

に
答

へ
て
日
ふ

「
多
分

多
く

の
生
産
者

は
標
準

に
規
定

さ
れ

た
よ
り
も

よ
り
良

い
商

品
を
生
産
す

る
に
努
め
る

で
あ
ら
う
。
そ

の
目
的

は

一
つ
は
確
か

に
優
秀

な
る

品
質
を
主

張
す

る
た

め
で
あ
り

ご

今

一
つ
は
從
來

の
品
と
異

な
る
商
品
と

い
ふ
廣
告
叉
は
宣
傳

の
ロ
實

を
得

よ
う

と
す
る
た

あ

で
あ

る
か
愚
知
れ

な

い
。
」
と
。
生
産
者

が
標
準

品
よ
り
も
優
秀
な
又
は
異

る
商

品
を
生
産

せ
ん
と
す
る
競
争
は
、
或

る
程
度
ま

商
品
標
準
化
の
襲
展
と
配
給
組
織

(
服
部
)

】
五
九

f)Holtzclaw,op.cit,,pp.472-473・

2)Converse,OP.cit.,P・136・
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あ

で
優
秀
品
を
廉

債

に
提
供

せ
し

め
る

こ
と
に
拡
な
ら
う
。

だ
が
.
反
面

「
何
を
、
何
時

、
如
何

に
し

て
買

ふ

べ
き

か
を
知
ら
ぬ
」

潰
費
者
は
、
・
商

品
そ

の
も

の

玉
品
質

・
内
容
よ
り
も
、
廣
告
そ

の
他

の
宣
傳

に
よ

つ
て
購
買
す

る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
で
あ

ら
う

か
。
多
大

の
疑
問

が
淺
る
。

:

罵
更
ら

に
他

の

一
つ
の
弊
害

と
認

め
ら
れ

る
も

の
は
、
標
準
格
付

は
專

ら
生
産
者

及
び
大
取
引
業
者

の
た

め
に
の
み
あ
る
か

の
如

ズ

に
感

ぜ
ら
れ
る

こ
と
で
あ

る
。
即
ち
、
生
産
者

と
卸
費
業
者
間

と
の
取
引

に
用

ひ
ら
れ

た
格
付

は
、

そ

の
商

品
が
消
費
者

に
渡

る
時

に
は
現
は
れ
な

か

つ
た
夢
、
叉
依
別

の
格
付

に
攣

つ
た
り
す

る
。
從

つ
て
、
浩
費

者
は
、
多
く

の
犠

牲
を

梯

つ
て
得
ら
れ
た

商
品
標
準
化

の
思
恵

に
浴
し

得
な

い
こ
と
に
な

る
。

要
之

、
商

贔
標
準

化
傾
向

に
俘

ふ
弊
害

は
、
標
準
化

の
嚢
蓮

が
專

ら
生
産
者

の
側
か
ら
起

つ
た
結
果

と
し
て
浩
費
者

の
利

釜

が

看

過
せ
ら
れ

て
ゐ
た

こ
と
か
ら
生
じ
た
も

の
で
あ

る
。
然

る
に
、
最

近
に
於

て
生
産
者

の
標
準
化
に
封
し

て
消
費
者

の
利
釜

の
た

の

め

の
標
準

化
が
起

ら

ね

ば

な

ら

な

い

と
の
聲

の
あ
る
こ
と
は
注
目

に
債

ひ
す
る
。

コ
ー

ル
は

、
「
浩
費
者

が

購
買

に
用

ひ
る
標

準
を
要
求
し
な

い
な
ら
ば
、
標
準
化
蓮
動
は
生
産
者

の
み

に
よ

つ
て
嚢
展
す
る
か
も
知
れ

ぬ
」

と
云

ひ
、
結
論
と
し

て

「
標
準
化

は
、
現
在
多
く

の
浩
費
品
に
於

て
可
能

で
あ
る
。
適
當
な
報

動

の
嚢

達
と
關
係
方
面

の
共

同
的
努
力

と
に
よ

つ
て
そ
れ
は
多
く

の

商

品

に
實
行

さ
れ

よ
う
。
」

と
述

べ
て
ゐ
る
。

叉
、

事
實

と
し

て
、
生
産
者

及
び
商
人

の
間

に
も
消
費
者

の
た
め

の
商
晶
標
準
化

へ
ま

で
、
從
來

の
標
準

化
を
据
張
し
よ
う
と
す
る
意
見
も
多

い
。
そ
れ

に
は
、
先
づ

「
購
買
者
を
し

て
こ
れ

に
關

心
を
持
た

せ
る
」

(犀

昏
。
げ
ξ
。
同
ぴ
⑦
箋
舞
。)
こ
と
が
急

務

で
あ
る
。
然

ら
ば
、
浩
費
者
標
準
化

の
出

現
が
あ
る
と
す
る

と
現
在

の
配
給
關
係
は
如

3)Holtzclaw,Ibid.,p.486.

4)ColesStandardiZationofConsumers,goods,P.271.



の

何

に
攣
動
す

る
か
。
弐

の
浩
費
者
標
準
化
蓮
動
者

の
代
表
的
意
見

は
傾
聴

に
債
す

る
。
即
ち
、

「
常

に

一
般
消
費
者

の
購
買
力

に
樹

し
て
最

高

の
債
値
を
與

へ
よ
う

と
し

て
ゐ
る
誠
實
な
製
造
家

や
小
費
商

は
、
消
費
者

標
準

化

蓮
動

を
少
し
も
恐
れ
な

い
。
な
ぜ
な
ら
彼
等

は
か

玉
る
制
度
め

下
に
於

て
も
商
費

を
縫
績
す
る

こ
と

が
出

來
、
叉
溝
費
者

の
購
買

量

は
減

少
し
な

い
で
あ

ら
う
か
ら
。
浩
費
者
標
準

の
鑛

張
さ
れ

る
結
果
と
し

て
生
す

る
重

大
な

る
攣
化
は
、
競
争

の
基
礎

が
、
與

へ
ら
れ

た
分

野
を
優
先
し
た
偶
然

及
び
商
品
競
争
を
謳
歌
す

る
現
在

の
漠
然

な
る
主

張
か
ら
、
生
産

の
能
率

と
消
費
者

へ
の
奉
仕

と
云
ふ
名
僻

へ
、
移

り
行
く

こ
と

で
あ
る
」

と
。

浩
費
者
標
準

化
蓮
動
が
熾
烈

に
な

つ
て
行

つ
て
、
商
品
標
準
化
が
消
費
者

側
か
ら
建

て
ら
れ

て
行

く
こ
と
が
極
く
近

い
將
來

に

實
行

さ
れ

る
と
は
考

へ
ら
れ
な

い
が
、
從
來

の
商
晶
標
準
化

が
更

に
消
費
者

の
利

釜

の
立
場
か
ら
も
再
考
せ
ら
れ

ね
ば
な
ら
な

い

こ
と
に
な

ら
う
。
即
ち
、
消
費
者

の
利
釜

に
な

る
方
法

の

一
と
し
て
は
幾
多

の
生
産
者
商
標
付
消
費
品
を
、
公

亭
な
る
公
共
機
關

が
精

密
な
る
検
査
を
行

ひ
清
費
者

に
そ

の
品
質
を
保
誰

し
、
亦

は
そ
の
便
格

の
公

正
を
知

ら
せ
る
こ
と
、
及
び
生
産
者
並

に
卸
商

間

に
行

は
れ

た
格
付
を
旗
張

、細
分

し
て
滑
費

者

に
も
同
様
な

る
品
質

の
保
詮
を
與

へ
る
に
努
め
る
こ
と
で
あ
る
。
但

し
、
實
行
上

は
前
者

の
場
合
は

現
在
は
行

は
れ
得
な

い
程
困
難
を
俘

ふ
が
、
後
者

の
場
合
は
左
程
困
難

で
は
あ

る
ま

い
。

現

に
米
國

に
於

て
は

の

　

　

浩
費
者

の
た
め

に
次

の
三

つ
の
標
準

化
を
既

に
行

つ
た
℃
∴

測
定
の
標
準
輩
位

の
設
定

(
各
商
品
ご
と

の
標
準
度
量
衝
)
、
ニ

ミ
ル

ぐ

(

ク
、

ク
リ
ー

ム
、

バ
タ
ー
、

チ
凄
ズ
、

ア
イ

ス
ク
リ
ー

ム
に
樹
す

る
聯
邦

政
府

、
州
及
び
市

に
於
け
る
標
準

の
設
定

↓
三
消
費
品

(

が
販
費

せ
ら
れ
る
容

器

の
性
質

及
び
形
状

が
聯
邦
政
府
、
及

び
多
敏

の
州

に
よ

つ
て
制
定

せ
ら
れ

た
。

商
品
標
準
化
の
嚢
展
と
配
給
組
織

(
服
部
)

一
六

一

5)Lynd,"whytheconsumerwantsQualityStandards,,,

ertisi19&Selling,January4th,Ig34・.

6)Holtzclaw,oP.cit.,PP.486-・487.

AppearsinAdv一



一
六

二

斯

く

の
如

く
し

て
、
浩
費
品

の
標
準
化
が
浩
費
者

本
位

に
又
は
消
費
者

の
利
釜

の
た
め
に
公
共
機

關

に
よ

つ
て
行
は
れ

る
な
ら

ば
、
眞

の
意
味

の
標
準
化
が
行
は
れ
る
。
而

し
て
、
そ

の
結
果

は
へ
從
來
之
等
消
費

品
の
配
給

に
從
事

し
た
小
費

商
、
卸
費
商

は

現
在
な
t

つ

L
あ
る
彼
ら

の
職
能

の
主
要
部
分
を
失

つ
て
、
唯
軍
な
る
商
品

の
、取
次
業
者

と
し

て
存

在
す
る

に
至
る
可
能
性
を
釜

々
増

加
さ
せ
る

の
で
は
な
か

ら
う
か
。

(昭

=

一
・
一
一
・
一
〇
)
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